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＊本誌は再生紙を使用しています

大
学
の
社
会
貢
献
へ
向
け
て

広
が
り
を
見
せ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育

近
年
、
学
生
と
地
域
・
企
業
が
「
共
創
」

し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
実
践

す
る
学
校
が
増
え
て
い
る
。
私
が
教
員
を
務

め
る
中
国
学
園
大
学
（
岡
山
市
）
で
も
Ｐ
Ｂ

Ｌ
を
行
っ
て
お
り
、
社
会
学
や
地
方
創
生
、

産
学
官
連
携
な
ど
を
専
門
と
す
る
私
の
授
業

で
は
、
学
生
が
地
域
や
社
会
の
課
題
に
触
れ
、

人
と
出
会
い
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
覚
え
、「
学

生
時
代
に
こ
れ
を
頑
張
っ
た
」
と
思
え
る
よ

う
な
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
、
地
域
や
企
業

と
連
携
し
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
よ
り

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
実
践
し
て
い

る
。Ｐ

Ｂ
Ｌ
と
は
、
地
域
な
ど
と
連
携
し
た

課
外
活
動
や
少
人
数
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
地
域
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
課
題
と
解
決

策
を
考
え
る
教
育
手
法
で
あ
る
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の

「
Ｐ
」に
はProblem

とProject

の
二
つ
の

意
味
が
あ
り
、
問
題
解
決
学
習
（Problem

-
based learning

）
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

（Project-based learning

）
の
２
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
。

前
者
は
実
社
会
で
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
問

題
や
シ
ナ
リ
オ
を
教
員
が
学
生
に
与
え
、
学

生
が
問
い
や
仮
説
を
立
て
て
新
た
な
知
識
を

習
得
す
る
自
己
主
導
型
学
習
で
あ
る
。
後
者

は
実
在
す
る
問
題
に
対
し
て
仮
説
を
立
て
、

先
行
研
究
や
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
デ
ー
タ
分

析
結
果
な
ど
を
考
察
し
、
最
終
的
に
成
果
物

の
発
表
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
行
う
学
習
で
、

問
題
解
決
に
関
す
る
思
考
力
や
協
働
学
習
等

の
能
力
と
態
度
を
養
成
す
る
の
が
狙
い
だ※
１

。

Ｐ
Ｂ
Ｌ
導
入
の
背
景
に
は
、
大
学
に
お

け
る
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
の
重
要
性
の
高

ま
り
が
あ
る
。
文
部
科
学
省
の
中
央
教
育
審

議
会
は
、
大
学
の
社
会
貢
献
の
重
要
性
を
強

調
し
、
国
際
協
力
、
公
開
講
座
や
産
学
官
連

携
等
を
通
じ
た
、
よ
り
直
接
的
な
貢
献
を
求

め
て
、
社
会
貢
献
を
大
学
の
「
第
三
の
使

命
」
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る※
２

。

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
か
ら
は
、
地
域
社

会
と
大
学
間
の
連
携
を
通
じ
て
既
存
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
構
築
し
、
大
学
を
地
域
が

真
に
求
め
る
人
材
育
成
機
関
に
転
換
す
る
こ

と
を
目
的
に
、「
地
域
活
性
化
人
材
育
成
事

業
～
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
～
」
も
始
ま
っ
た
。
大
学

教
育
に
は
社
会
貢
献
や
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
地
域
社
会
の
発
展
へ
貢
献

す
る
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
大
学
は
「
私

立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
」
に
選
定
さ

れ
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
支
援

事
業
を
活
用
し
、
地
域
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ

に
取
り
組
む
大
学
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

岡
山
県
で
は
、
若
者
の
視
点
や
発
想
を
生
か

し
た
課
題
解
決
や
地
域
活
性
化
の
促
進
に
向

け
、
２
０
１
６
年
か
ら
「
地
域
に
飛
び
出
せ

大
学
生
！ 

お
か
や
ま
元
気
！ 

集
落
研
究
・
交

流
事
業
」
に
お
い
て
地
域
課
題
に
取
り
組
む

大
学
の
ゼ
ミ
等
を
支
援
し
て
い
る
。

「
共
創
」が
も
た
ら
す

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト

大
学
は
、
地
域
や
社
会
の
知
の
拠
点
と
し

て
住
民
の
生
涯
学
習
や
多
種
多
様
な
活
動
を

支
え
る
と
同
時
に
、
地
域
や
社
会
の
課
題
を

共
に
解
決
し
、
活
性
化
や
新
た
な
価
値
創
造

の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
地
域
等

に
支
え
ら
れ
る
機
関
と
し
て
確
固
た
る
地
位

-

視 

点-

　

地
域
の
未
来
づ
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り
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き
な
力
と
な
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者
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代
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吹
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込
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商
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を
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安
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菅
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促
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が
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地
域
食
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鳥
取
市
）
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／
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大
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い
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米
大
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強
力
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24　
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岡
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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。
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 prof i l e

佐々木 公之
〈ささき・きみゆき〉
鳥取県出身。ロイヤ
ル メ ル ボ ル ン 工 科

（RMIT）大学大学院
経営学修士課程修了

（MBA）。吉備国際大
学大学院社会学研究
科社会学専攻博士課程修了。博士（社会学）。
鳥取銀行や鳥取ガスなどを経て、2010年
に経営コンサルタントとして起業。大企業
から中小零細企業の顧問などを務めなが
ら、国立大学の客員准教授や専門学校の
キャリア支援センター長を兼務。その後、
中国学園大学国際教養学部国際教養学科准
教授を経て2023年より現職。PBLの取り
組みによる受賞多数。
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４
年
度
「
学
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
た
。

地
域
の
人
材
は
地
域
で
養
成
す
る

こ
れ
ら
で
挙
げ
た
よ
う
な
、
学
生
と
地
域

の
「
共
創
」
に
よ
っ
て
、
学
生
と
地
域
住
民

の
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
実

感
し
て
い
る
。

久
米
南
町
で
活
動
し
た
学
生
は
、「
住
民

と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
何
よ
り

大
切
だ
と
感
じ
た
」「
若
い
力
の
お
か
げ
で

元
気
が
も
ら
え
た
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
う
れ

し
か
っ
た
」「
自
身
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
」「
主
体
性
が
身

に
付
い
た
」
な
ど
体
験
の
成
果
を
口
に
し
て

い
る
。
住
民
か
ら
は
、「
普
段
は
気
に
も
留

め
な
か
っ
た
こ
と
を
意
見
し
て
も
ら
い
新
た

な
地
域
の
魅
力
に
気
づ
い
た
」「
若
い
学
生

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
く
、
刺

激
に
な
っ
た
」「
何
よ
り
も
地
域
が
元
気
に

な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
課
題
解
決
学
習
や
実
践
の
場
は

大
学
だ
け
で
な
く
さ
ら
に
若
年
層
に
も
広
が

り
を
見
せ
て
お
り
、
高
等
学
校
で
講
義
を
行

う
機
会
も
増
え
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
即
戦

力
と
な
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
て
る
高
等
専
門

学
校
に
お
い
て
も
、
そ
の
高
い
技
術
力
を
地

域
課
題
の
解
決
に
生
か
す
試
み
が
出
て
き
て

「
食
」の
定
額
制
サ
ー
ビ
ス
を
考
案

最
近
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
は
、
２
０
２
０
年
度
か

ら
岡
山
県
久
米
南
町
下し
も
も
み籾
地
区
で
地
域
活
性

化
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
。
同
町
出
身
の

学
生
に
よ
る
「
か
つ
て
祖
父
母
が
暮
ら
し
た
、

現
在
限
界
集
落
に
認
定
さ
れ
て
い
る
下
籾
地

区
を
元
気
に
し
た
い
」
と
の
提
案
か
ら
始
ま

り
、
高
齢
化
率
が
岡
山
県
内
で
最
も
高
い
久

米
南
町
（
２
０
２
０
年
時
点
で
44
・
９
％
）

の
課
題
で
あ
っ
た
関
係
人
口
獲
得
と
若
者
世

代
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
地
元
農
産
物
を
活
用
し
た
新

商
品
開
発
な
ど
を
目
指
し
た
。

２
０
２
０
年
度
は
農
業
体
験
を
は
じ
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
、
地
元
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
焼
き
芋
専
用

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
製
作
に
取
り
組
み
、

２
０
２
１
年
度
は
孫
世
代
の
関
係
人
口
獲
得

に
向
け
た
企
画
と
、
道
の
駅
で
の
収
穫
野

菜
の
販
売
な
ど
を
行
い
、
２
０
２
２
年
度
は

地
区
産
の
小
豆
を
使
用
し
た
新
商
品
と
し
て

「
カ
ラ
フ
ル
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ぜ
ん
ざ
い
」
を

開
発
し
、
Ｐ
Ｒ
と
販
売
を
行
っ
た
。

そ
の
３
年
間
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

２
０
２
３
年
度
は
、
久
米
南
町
と
地
元
Ｊ
Ａ
、

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
な
ど

と
の
協
働
で
、
久
米
南
町
特
産
の
キ
ュ
ウ
リ

と
柚
子
を
活
用
し
た
料
理
を
開
発
し
、
レ
シ

ピ
集
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
久
米
南
町
と
共

を
築
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な

関
係
性
の
中
で
、
地
域
等
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

学
ぶ
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
、
産
学
官
連
携
や
地
域
・
行

政
・
企
業
と
の
「
共
創
」
を
生
む
。

こ
の
「
共
創
」
に
よ
る
教
育
活
動
は
、
学

生
と
地
域
・
行
政
・
企
業
の
各
々
に
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
。
学
生
に
と
っ
て
は
机
上
で

学
べ
な
い
体
験
か
ら
社
会
人
と
し
て
の
基
礎

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
が
高

め
ら
れ
、
就
職
や
起
業
に
つ
な
が
る
機
会
が

広
が
る
。
地
域
・
行
政
は
、
地
域
資
源
な
ど

を
外
部
の
視
点
や
若
者
の
視
点
で
再
発
見
し

た
り
、
課
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
を
得
た
り
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
学
生
が
地

域
に
入
る
こ
と
で
住
民
が
元
気
に
な
る
効
果

も
大
き
い
。
地
域
の
高
齢
者
が
学
生
と
会
話

を
し
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
経
験
や
知
識
を

次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
は
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ
し
て
企
業

は
、
働
き
手
の
確
保
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア
イ
デ

ア
な
ど
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
共
創
」
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
私
の
ゼ
ミ

の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
例
に
挙
げ
る
と
、
現
地
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
学
生
が
何
度

も
足
を
運
ぶ
こ
と
を
考
え
、
対
象
地
域
は
県

外
や
遠
方
で
は
な
く
、
県
内
の
自
治
体
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
き
た
。
具
体
的
な
対
象

地
域
の
選
定
に
お
い
て
は
、「
自
分
の
出
身

地
の
活
性
化
を
図
り
た
い
」
な
ど
の
ゼ
ミ

生
の
問
題
意
識
に
発
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
人
数
は
、
取
り

組
み
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
権
限
を
与
え

ら
れ
た
リ
ー
ダ
ー
が
意
見
を
ま
と
め
や
す
い

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
活
動
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
活
動
内
容
は
、
大
枠
は
私
と

行
政
、
地
域
で
協
議
し
て
決
め
る
が
、
具
体

的
な
活
動
は
学
生
主
体
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

に
「
食
」
の
定
額
制
（
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
）
サ
ー
ビ
ス
を
考
案
し
た
（
図
）。
久
米

南
町
農
産
物
の
季
節
ご
と
の
宅
配
と
久
米
南

町
で
の
田
植
え
・
稲
刈
り
・
野
菜
の
収
穫
な

ど
の
農
業
体
験
、
道
の
駅
で
の
食
事
を
組
み

合
わ
せ
、
年
間
を
通
じ
て
久
米
南
町
の
さ
ま

ざ
ま
な
味
と
体
験
を
定
額
制
で
提
供
す
る
内

容
で
あ
る
。
こ
の
構
想
は
国
の
「
地
方
創
生

☆
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
」

官
民
連
携
の
部
で
地
方
創
生
担
当
大
臣
賞
を

受
賞
し
、
２
０
２
４
年
度
は
久
米
南
町
の
農

家
や
町
役
場
、
中
国
学
園
大
学
の
産
学
官
連

携
で
実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
予

定
だ
。

Ｐ
Ｒ
動
画
を
８
カ
国
語
で
制
作

２
０
２
１
年
度
か
ら
２
０
２
２
年
度
に
か

け
て
は
、
動
画
共
有
サ
イ
トYouTube

を

活
用
し
て
岡
山
市
と
周
辺
地
域
の
魅
力
を
発

信
す
る
活
動
を
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光

客
が
激
減
し
、
経
済
が
停
滞
し
た
岡
山
市
の

活
性
化
を
目
的
に
、YouTube

に
「
岡
山
市

魅
力
不
思
議
探
検
隊
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
立
ち

上
げ
、
岡
山
市
の
穴
場
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

紹
介
や
地
元
グ
ル
メ
の
実
食
ル
ポ
な
ど
の
動

画
を
投
稿
。
学
生
の
視
点
と
感
性
で
次
々
に

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
手
軽
に
撮
影
し
て
制
作
し
た
投
稿
動
画
は

半
年
間
で
30
本
を
数
え
た
。

さ
ら
に
、
大
学
や
専
門
学
校
の
留
学
生
の

協
力
を
得
て
、
多
言
語
（
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
８
カ
国
語
）
で
岡
山
城
と

岡
山
後
楽
園
の
Ｐ
Ｒ
動
画
計
16
本
を
撮
影
し

て
投
稿
。
こ
の
取
り
組
み
は
岡
山
市
の
令
和

お
り
、
地
元
か
ら
学
校
へ
通
う
生
徒
が
多
い

大
学
進
学
前
の
年
代
か
ら
地
域
課
題
に
向
き

合
い
、
実
践
す
る
場
が
あ
る
こ
と
は
地
域
に

と
っ
て
も
将
来
的
に
は
有
益
性
が
高
い
と
い

え
よ
う
。

中
央
教
育
審
議
会
は
今
後
の
学
校
教
育
・

職
業
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「『
地
域
の

人
材
は
地
域
で
養
成
す
る
』
と
い
う
観
点

に
立
ち
、
地
域
の
企
業
や
関
係
機
関
等
と
の

密
接
な
連
携
の
下
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
不
可

欠
」
と
し
て
い
る※
３

。
そ
の
意
味
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は

地
域
人
材
の
養
成
面
で
大
き
な
力
を
秘
め
て

お
り
、
今
後
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
取
り
組
ん
だ
地
域

で
起
業
を
志
す
学
生
が
増
え
る
こ
と
も
十
分

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
や
価
値
を
創
出
し
、
地
域
課
題
を
解

決
す
る
若
い
人
材
が
地
域
に
定
着
す
る
可
能

性
が
高
ま
る
。
学
生
や
若
者
世
代
と
の
「
共

創
」
が
、
地
域
の
未
来
づ
く
り
の
推
進
力
と

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

写真提供／中国学園大学

※1 出典：溝上慎一、成田秀夫著『ア
クティブラーニングとしての
PBLと探究的な学習』（東信堂、
2016年）

※2 文部科学省中央教育審議会「我
が国の高等教育の将来像（答
申）」（第1章）、平成17年1月28
日

※3 中央教育審議会「今後の学校に
おけるキャリア教育・職業教育
の在り方について（答申）」、平
成23年1月31日

佐々木ゼミがYouTube
に公開する「岡山市魅力
不思議探検隊チャンネ
ル」では岡山後楽園と岡
山城を紹介する各動画
の8カ国語バージョンを
作成。2023年にはこの
動画の二次元コードが
付いたチラシがJR岡山
駅などで配布され、観
光振興に役立てられた

若者との共創で新たな価値を生み出す特集

佐々木ゼミが久米南町のために考
案したこの構想は「地方創生☆政策
アイデアコンテスト2023」の官民
連携の部において地方創生担当大
臣賞を受賞した。2024年度は住民
の理解を得て実現へ向けた動きと
なる予定だ。

農家による指導 農業体験 特産品レシピの開発

佐々木ゼミが 2020年から久米南町で行ってきた数々の取り組みを基に 2023年に考案

農産物の宅配便①① 農業体験や
ワークショップ

道の駅で
特産品を味わう

久米南町「食」のサブスクリプションサービス
年間49,800円で、農業によるサービスを３つ（①宅配＋②体験＋③食事）楽しむことができる

春
● イチゴ
● 春野菜詰め合わせ
● タケノコ

● タケノコ掘り
● 芋植え
● 田植え

● イチゴケーキ
● 春野菜の天ぷら
● タケノコご飯

夏
● キュウリと夏野菜
● 白桃
● 夏野菜詰め合わせ

● キュウリ収穫
● 夏野菜収穫
● 草刈り

● キュウリのパスタ
● 桃のタルト
● 朝採れ夏野菜ピザ

秋
● サツマイモ
● ぶどう（ピオーネ）
● 新米

● 芋掘り
● 稲刈り
● ぶどうの収穫

● 焼き芋
● ぶどうパフェ
● 山賊おにぎり

冬
● 餅の詰め合わせ
● 柚子製品
● 白菜と大根

● 柚子の収穫
● 餅つき
● お飾りづくり

● オーガニックぜんざい
● 柚子のシフォンケーキ
● 餅のしゃぶしゃぶ

②② ③③

図　佐々木ゼミが考案した久米南町の基幹産業（農業）を生かす地域活性化のアイデア

自宅で久米南町の自宅で久米南町の
野菜が楽しめる野菜が楽しめる

人手不足解消・関係人口増加人手不足解消・関係人口増加

お客さま
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安
田
女
子
大
学
の
学
生
た
ち
が
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る「
紙
布
」で
、
カ
ッ
プ
に
巻
い
て
繰
り
返
し
使
え
る「
ス
リ
ー

ブ
」を
開
発
。
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
商
品
づ
く
り
で
認
知
度
を
高
め
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
試
み
は
、

地
域
の
伝
統
産
業
に
新
た
な
可
能
性
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

天
然
素
材
の
紙
糸
で
織
り
上
げ
る

伝
統
織
物
「
紙
布
」

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
安
田
女
子
大
学

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
公
共
経
営
学
科
の
地
域

活
性
化
ゼ
ミ
を
指
導
す
る
講
師
の
山
田
貴
子

先
生
が
、
広
島
で
若
者
層
の
人
口
流
出
が
続

く
中
、「
広
島
の
魅
力
を
学
生
に
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
広
島
県
江
田
島
市
に
残
る
伝
統
織

物
「
紙
布
」
に
着
目
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

大
学
な
ど
を
対
象
に
し
た
広
島
市
の
令
和
４

年
度
「
広
島
広
域
都
市
圏
地
域
貢
献
人
材
育

成
支
援
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、
当
時
の
３

年
生
に
よ
り
、「
魅
力
あ
る
特
産
品
の
高
付

加
価
値
化
に
よ
る
経
済
活
性
化
」
を
テ
ー
マ

に
始
動
し
た
。

紙
布
と
は
、
天
然
素
材
の
紙
糸
で
織
り
上

げ
た
布
で
あ
る
。
通
気
性
・
吸
放
湿
性
・
耐

久
性
に
優
れ
る
こ
と
か
ら
江
戸
時
代
に
は
夏

衣
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
が
、
産
業
革
命
で
繊

維
業
界
に
変
革
が
起
こ
り
、
そ
の
後
は
主
に

住
宅
の
壁
紙
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
さ

ら
に
時
代
は
進
み
、
安
価
な
壁
紙
の
登
場
に

よ
っ
て
、
か
つ
て
は
全
国
に
50
社
近
く
存
在

し
た
紙
布
製
造
会
社
（
年
間
10
万
ｍ
以
上
生

産
）
も
、
現
在
は
２
社
の
み
と
な
っ
た
。
そ

の
う
ち
の
１
社
が
１
３
０
年
の
伝
統
を
誇
る

江
田
島
市
の
津
島
織
物
製
造
株
式
会
社
（
以

下
、
津
島
織
物
）
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
学
生
が
津
島

織
物
で
製
作
を
体
験
し
て
紙
布
へ
の
理
解
を

深
め
た
後
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
す
る

紙
布
製
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
複
数
の

案
を
出
し
合
っ
て
選
ば
れ
た
の
が
、
紙
布
の

特
長
を
生
か
し
た
、
繰
り
返
し
使
え
る
「
紙

布
ス
リ
ー
ブ
」
だ
っ
た
。
カ
フ
ェ
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
た
学
生
に
よ
る
ア
イ
デ
ア

で
、
店
舗
で
は
紙
コ
ッ
プ
に
巻
く
使
い
捨
て

の
紙
ス
リ
ー
ブ
が
使
用
後
に
大
量
に
捨
て
ら

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
発
案
し
た
と
い
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
継
い
だ

後
輩
が
製
品
化
へ
挑
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
翌
年
度
に
引
き
継
が

れ
、
紙
布
ス
リ
ー
ブ
の
製
品
化
は
、
新
た
に

３
年
生
と
な
る
後
輩
へ
と
託
さ
れ
た
。
ゼ
ミ

生
の
谷た
に

崎ざ
き

桃も
も

花か

さ
ん
、
氏う
じ

家け

菜な

桜お

さ
ん
た
ち

６
人
は
、
初
め
は
紙
布
の
存
在
す
ら
知
ら
な

か
っ
た
が
、
紙
布
に
触
れ
る
時
間
が
増
え
る

に
つ
れ
次
第
に
理
解
と
愛
着
を
深
め
て
い
っ

た
と
い
う
。

製
品
化
に
向
け
、
い
く
つ
も
の
会
社
に

製
造
を
依
頼
し
た
が
、
紙
布
は
縫
製
が
難
し

い
と
い
う
理
由
で
断
ら
れ
続
け
た
。
そ
う
し

た
中
、
残
反
・
残
布
を
活
用
し
た
ア
ッ
プ
サ

イ
ク
ル
ブ
ラ
ン
ド
「Z

ザ
ン
プ
ア
ッ
プ

A
NPUP

」
で
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
も
の
づ
く
り
を
行
う
株
式
会
社

R

レ
イ
メ
イ
カ

aym
aka

（
代
表
取
締
役
・
末す
え

宗む
ね
千ち

登と

世せ

氏
）

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
製
造
販
売
元
と
し
て

協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し

程
な
く
、
学
生
た
ち
は
商
品
開
発
の
難
し
さ

に
直
面
し
た
。

「
ど
こ
か
ら
取
り
掛
か
っ
て
い
い
の
か
全
く

分
か
ら
ず
、
末
宗
代
表
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
基
礎
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と

氏
家
さ
ん
は
振
り
返
る
。

ま
ず
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
べ
く
、
ペ
ル

ソ
ナ※

と
し
て
30
～
50
代
の
女
性
で
環
境
に
少

し
だ
け
配
慮
し
て
い
る
「
ラ
イ
ト
エ
コ
ユ
ー

ザ
ー
」
を
設
定
し
た
。
そ
の
後
、
津
島
織
物

の
残
反
か
ら
素
材
を
選
び
、
紙
布
ス
リ
ー
ブ

の
製
品
化
に
着
手
。
末
宗
代
表
の
サ
ポ
ー
ト

の
下
、
ス
リ
ー
ブ
の
形
状
か
ら
バ
イ
ア
ス

テ
ー
プ
の
色
や
太
さ
ま
で
、
細
部
に
わ
た
る

一
つ
ひ
と
つ
を
「
自
分
た
ち
の
設
定
し
た
ペ

ル
ソ
ナ
に
合
う
の
は
ど
れ
か
」
と
考
え
な
が

ら
決
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
〝
気
軽
で
上
品

に
伝
統
を
持
ち
歩
け
る
〟
紙
布
ス
リ
ー
ブ
の

試
作
品
が
つ
い
に
完
成
。
自
信
を
持
っ
て
扱

い
方
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
後
も
保
温

性
や
耐
久
性
な
ど
を
何
度
も
検
証
し
た
。

「
試
作
品
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
私
た
ち
が
商

品
に
込
め
た
紙
布
へ
の
思
い
や
価
値
を
お
客

安
田
女
子
大
学
《
広
島
市
》

文
／
川
西 

由
香
理

紙布製の壁紙は通気性、吸放湿性に優れ「呼吸する壁紙」と
呼ばれる　写真提供／津島織物製造株式会社

さ
ま
も
感
じ
て
く
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
た
だ
、
価
格
が
高
い
と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
」
と
氏
家
さ
ん
。
伝
統
織
物
と
し
て
の

価
値
を
考
え
、
価
格
を
下
げ
な
い
代
わ
り
に
、

高
級
感
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
製
作
に
知
恵
を

絞
っ
た
。
最
終
的
に
、
依
頼
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
発
案
で
、
一
目
で
用
途
と
機
能
が
分
か
る
紙

コ
ッ
プ
型
に
決
定
。
中
に
入
れ
た
ス
リ
ー
ブ
と

同
じ
柄
の
紙
布
で
作
っ
た
ふ
た
は
コ
ー
ス
タ
ー

と
し
て
使
用
可
能
で
、
コ
ッ
プ
の
素
材
や
字
体

な
ど
で
上
質
感
を
演
出
し
た
。

学
生
に
よ
っ
て
広
ま
る

地
域
の
伝
統
と
思
い

「
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
意
見
を
も
ら
っ
て

商
品
を
よ
り
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
い
」

「
起
業
さ
れ
た
方
々
の
中
で
学
生
で
あ
る
自

分
た
ち
が
通
用
す
る
の
か
を
試
し
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
２
０
２
３
年
度
「
第
７
回

中
国
地
域
女
性
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
」
に
応
募
し
、
学
生
で
初
と

な
る
特
別
賞
受
賞
と
い
う
結
果
を
残
し
た
。

「
津
島
織
物
の
社
長
が
『
紙
布
を
広
め
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
』
と
直
接
伝
え
て
く
れ
ま

し
た
。
活
動
を
通
し
て
伝
統
産
業
の
素
晴
ら

し
さ
と
商
品
開
発
の
工
程
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
成
長
で
き
た
一
年
で
し
た
」
と
谷
崎
さ

ん
は
振
り
返
る
。
氏
家
さ
ん
は
「
県
内
外
問

わ
ず
、
紙
布
が
広
島
の
魅
力
と
し
て
ど
ん
ど

ん
広
が
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
う
れ
し
い
。

私
た
ち
の
よ
う
な
体
験
が
で
き
る
学
生
が
増

え
る
と
、
広
島
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
学
生
と
の
共
創
が
伝
統

産
業
に
新
た
な
魅
力
を
創
出
す
る
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
を
後
輩
に
引
き
継
ぐ
ゼ
ミ

の
シ
ス
テ
ム
も
評
価
さ
れ
た
と
い
う
。

「
教
員
や
学
生
が
何
か
や
り
た
い
と
思
っ
て

も
、
そ
の
方
法
や
相
談
先
が
分
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
。
資
金
や
活
動
面
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
専
門
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
行
政
や

関
係
機
関
の
支
援
が
あ
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
は
さ
ら
に
増
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
山
田
先
生
は
話
す
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
２
月
末
に
発
売

し
た
紙
布
ス
リ
ー
ブ
の
販
路
拡
大
は
、
次
年

度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
後
輩
に
引
き
継

が
れ
た
。〝
今
し
か
で
き
な
い
〟
学
生
時
代

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
学
生
だ
け
で
な
く
地
域

に
も
貴
重
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

伝
統
織
物「
紙し

布ふ

」に
新
た
な
命
を
吹
き
込
み

日
常
で
使
え
る
商
品
を
開
発

※ ペルソナ…マーケティングにおいて、自社のサービスや商品を利用する典型的な顧客像のことを指す

写真提供／安田女子大学

SOERUで特別賞を受賞した2023年度山田
ゼミ3年生6人を含む紙布スリーブ製作チー
ム（後列右から山田先生、氏家さん、谷崎
さん、末宗代表）

学校法人安田学園　安田女子大学
広島市安佐南区安東6丁目13番1号
https://www.yasuda-u.ac.jp/

紙布スリーブ
価格：1,980円（税別）
発売日：2024年2月
カラー：6色
重量：約10g
機能：温・冷ドリンクの保温、
　　　結露防止、滑り止め
対応サイズ：S～ L
販売場所：ZANPUPオンラインショップ
　　　　　江田島荘（旅館）
https://www.zanpup.com/onlineshop

若者との共創で新たな価値を生み出す特集

写真提供／安田女子大学

1  商品開発にあたっては打ち合わせや検証を何度も行った
2  G7広島サミット会場に設けられた県内特産品のPRコーナー。山田ゼミ

の３年生が江田島市の装飾を担当し、紙布製の折り鶴などと共に製作中
のスリーブを展示した

3  スリーブ完成後の商品撮影も末宗代表協力の下、学生たちの手で行った

2

3

1
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２
０
１
４
年
度
か
ら
続
く

岡
山
南
高
校
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
向
け
衣
料
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
菅

公
学
生
服
株
式
会
社
（
以
下
、
カ
ン
コ
ー
）

は
、
２
０
１
４
年
度
よ
り
岡
山
県
立
岡
山
南

高
等
学
校
服
飾
デ
ザ
イ
ン
科
主
催
の
「
産
学

連
携
実
学
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｍ
Ｐ
Ｓ※
１

）」

の
連
携
企
業
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
繊
維
・
服
飾
業
に
つ
い

て
専
門
的
に
学
ぶ
生
徒
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
や
地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
年
で
11
年

目
を
迎
え
る
。

毎
年
、
同
校
の
教
師
と
カ
ン
コ
ー
担
当

者
に
よ
り
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
生
徒
約

40
名
が
８
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ア
イ
デ
ア

を
提
出
。
選
考
会
で
選
ば
れ
た
案
を
実
際
に

製
作
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
形
式
で
お

披
露
目
さ
れ
る
。
制
服
の
廃
材
を
利
用
し
た

災
害
用
グ
ッ
ズ
や
、
県
特
産
品
の
デ
ニ
ム
地

を
使
っ
た
バ
ス
ガ
イ
ド
制
服
な
ど
、
毎
年
ユ

ニ
ー
ク
な
作
品
が
発
表
さ
れ
話
題
に
な
っ
て

い
る
。

２
０
２
１
年
度
の
企
画
「
セ
ー
ラ
ー
服
に

合
う
ベ
ス
ト
パ
ン
ツ
コ
ー
デ
を
考
え
よ
う
」

で
は
、
多
様
性
な
ど
に
配
慮
し
た
ス
ラ
ッ
ク

ス
と
、
そ
れ
を
着
用
す
る
生
徒
た
ち
が
学

校
生
活
を
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
カ
ー

岡山南高校の生徒が開発に関わり、2024年度より同校で導入されたバリエーション豊富な新制服 写真提供／菅公学生服株式会社

デ
ィ
ガ
ン
や
ベ
ス
ト
の
導
入
も
発
案
。
翌
年

度
に
生
徒
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

結
成
さ
れ
、
生
徒
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
試
作
と
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
ハ
イ
ウ
エ

ス
ト
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
と
男
女
共
通
の
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
、
ベ
ス
ト
が
２
０
２
３
年
度
か
ら

実
際
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

制
服
改
善
の
検
討
は
そ
の
後
も
続
き
、

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
伝
統
だ
っ
た
学
ラ
ン

を
廃
止
し
て
男
女
共
通
の
ス
ー
ツ
ス
タ
イ
ル

を
採
用
し
た
。
一
方
、
女
子
に
人
気
の
セ
ー

ラ
ー
服
も
素
材
や
機
能
性
を
進
化
さ
せ
て
継

承
し
、
制
服
を
ス
ー
ツ
ス
タ
イ
ル
と
セ
ー

ラ
ー
ス
タ
イ
ル
か
ら
選
択
で
き
る
県
下
初
の

学
校
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
夏
服
に
は
半
袖

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
も
取
り
入
れ
、
前
年
度
か
ら
先

行
し
て
導
入
さ
れ
た
ア
イ
テ
ム
と
合
わ
せ
る

と
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
り
、
性
別
に

関
係
な
く
好
き
な
も
の
を
選
ん
で
着
用
で
き

る
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
制
服
と
し
て
話
題
と

な
っ
た
。

生
徒
の
発
想
×
プ
ロ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

カ
ン
コ
ー
で
Ｍ
Ｐ
Ｓ
を
担
当
す
る
営
業
課
の

長
尾
桐
帆
さ
ん
は
、
生
徒
と
接
す
る
こ
と
で
自

分
の
中
に
あ
っ
た
「
制
服
と
は
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
い
う
強
い
固
定
観
念
に
気
づ
い
た
と
い
う
。

「
そ
の
学
校
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
品
位

や
落
ち
着
い
た
印
象
、
保
護
者
が
求
め
る
機

能
性
を
重
視
し
て
き
た
の
で
す
が
、
生
徒
の

意
見
で
多
か
っ
た
の
は
『
10
代
の
今
し
か
着

ら
れ
な
い
服
を
着
た
い
』『
青
春
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
爽
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
た

い
』
と
い
う
も
の
で
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て

高
校
３
年
間
は
大
切
な
時
間
な
の
で
す
」

今
回
刷
新
さ
れ
た
制
服
の
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
は
、
検
討
当
初
は
濃
紺
×
濃
茶
だ
っ
た
が

「
若
々
し
さ
に
欠
け
る
」
と
の
意
見
か
ら
ワ
ン

ト
ー
ン
明
る
い
色
合
い
に
変
更
さ
れ
た
。
ま

た
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
リ
ボ
ン
が
無
地
で
あ
る

の
に
対
し
、「
ス
ー
ツ
の
ネ
ク
タ
イ
に
無
地
は

シ
ン
プ
ル
す
ぎ
る
」
と
し
て
ス
ト
ラ
イ
プ
柄

が
採
用
さ
れ
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
だ
わ
り
が

随
所
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

「
生
徒
側
の
意
見
を
聞
い
て
発
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
一
方
で
、
プ
ロ
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
知
識
を
持
つ
企
業
側
の
捉
え
方
・
考
え
方

も
伝
え
る
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
た
」
と
長

尾
さ
ん
。
意
見
を
出
し
合
っ
て
検
討
を
重
ね
、

よ
り
最
適
な
も
の
を
創
り
出
す
、
と
い
う
モ

ノ
づ
く
り
の
基
本
を
実
践
す
る
の
が
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
だ
と
考
え
て
い
る
。

企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
地
域
活
性
化

Ｍ
Ｐ
Ｓ
で
連
携
す
る
企
業
側
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
の
第
一
は
、
高
い
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

効
果
だ
。「
カ
ン
コ
ー
は
高
校
生
と
一
緒
に

モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
い
る
」「
カ
ン
コ
ー
は

学
生
の
意
見
を
聞
く
の
に
長
け
て
い
る
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
、
他
校
か
ら
相
談

を
持
ち
掛
け
ら
れ
る
件
数
も
増
え
た
。
ま
た

同
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
夢
と
学
び
を
応
援
し

ま
す
」
の
認
知
度
も
飛
躍
的
に
上
が
っ
た
。

リ
ク
ル
ー
ト
面
で
の
影
響
も
大
き
い
。
実
際
、

Ｍ
Ｐ
Ｓ
の
参
加
メ
ン
バ
ー
が
同
社
に
就
職
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。
岡
山
南
高
校
出
身
で

な
く
て
も
、
こ
う
し
た
企
業
姿
勢
を
知
り
、
関

心
を
持
っ
て
く
れ
る
学
生
も
多
い
。

さ
ら
に
地
元
企
業
と
の
連
携
を
深
め
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
。
デ
ニ
ム
地
の

バ
ス
ガ
イ
ド
制
服
づ
く
り
で
は
他
社
に
も
協

力
を
求
め
た
。
も
と
も
と
面
識
は
あ
っ
た
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
距
離
感
が
縮
ま
っ

た
と
い
う
。
２
０
２
４
年
度
の
Ｍ
Ｐ
Ｓ
で
は

一
般
社
団
法
人
Ｍマ

ス

ク

Ａ
Ｓ
Ｃ
（
航
空
宇
宙
の
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー※
２

を
目
指
す
倉
敷
市
水
島
地
域

の
企
業
群
）
と
連
携
し
、「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」

チ
ー
ム
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
る
予
定
だ
。

今
後
も
生
徒
の
視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り

入
れ
た
モ
ノ
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
く
と
同

時
に
、
こ
う
し
た
学
校
と
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
地
域
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
活

性
化
な
ど
新
た
な
原
動
力
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

生徒とのモノづくりを通じた
キャリア教育支援と地域活性化
菅公学生服株式会社 《岡山市》

岡山県の主要産業である繊維・服飾業をリードし全国展開する菅公学生服株式会社。
子どもたちと学校を取り巻くさまざまな社会課題に向き合う同社は、
岡山県立岡山南高等学校との連携プロジェクトで生徒と共に制服の開発を行ってきた。
2024 年度に導入された多様性に対応する新制服も注目されている。 文／藤沢 享乃

※1 MPS…MINAMI PRACTICAL SCIENCE PROJECTの略
※2 産業クラスター…限られた地域に集まる産学官が競争、協力して技術革新を重ね、

産業育成と地域振興のために協力する状態

菅公学生服株式会社
岡山市北区駅元町15-1 5F
https://kanko-gakuseifuku.co.jp/

菅公学生服株式会社
営業課の長尾桐帆さん

1  エコロジー×災害対策（19年度）
制服の廃材で、ポンチョや担架などの
防災グッズを製作

2  セーラーに合うベストパンツコーデ
（21年度）
新制服に先駆け導入されたスラックス
とベスト、カーディガン

3  県産デニムを用いたバスガイドの制服
（22年度）
地元デニム企業・株式会社ジャパンブ
ルーと協働。下電観光バス株式会社で
実際に導入されている

カンコーではMPSでキャリア教育支援
を行いながら、繊維産業が盛んな岡山
県のPRにもつなげている

岡
山
南
高
校「
M
P
S
」  

過
去
の
成
果
物

若者との共創で新たな価値を生み出す特集

1

2

3

写真提供／菅公学生服株式会社
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デ
ジ
タ
ル
技
術
を
生
か
し
、

学
生
と
の
共
創
で
地
域
課
題
を
解
決

駐
車
場
の
混
雑
や
農
耕
地
の
獣
害
な
ど
の
地
域
課
題
に
対
し
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
解
決
を
図
る
、
会
員
制
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
デ
ジ
テ
ッ
クfor YAM

AG
UCHI

」。
発
足
以
来
、
会
員
同
士
の
さ
ま
ざ
ま
な
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
学
生

と
の
協
働
に
よ
る
事
例
も
増
え
て
い
る
。

寄
せ
ら
れ
た
課
題
を

会
員
と
共
に
解
決

デ
ジ
テ
ッ
クfor YA

M
A
GUCHI

（
以
下
、

デ
ジ
テ
ッ
ク
）
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
、
山
口
県
の
地
域
課
題
の
解
決
や
新
た
な

価
値
創
造
に
持
続
的
に
取
り
組
む
官
民
連
携

の
会
員
制
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
２
０
２
１

（
令
和
３
）
年
６
月
に
発
足
し
、
現
在
会
員

は
個
人
１
０
３
５
人
、
法
人
１
９
８
社
を
数

え
る
（
２
０
２
４
年
６
月
現
在
）。

「
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
た
会
員
が

一
緒
に
考
え
解
決
し
て
い
く
数
々
の
共
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
」
と
運
営

事
務
局
を
務
め
る
山
口
県
デ
ジ
タ
ル
政
策
課

の
永
岡
慎
也
さ
ん
は
説
明
す
る
。
こ
れ
ま
で

に
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
・
レ
ノ
フ
ァ
山
口
の

試
合
時
の
駐
車
場
混
雑
や
農
耕
地
の
獣
害
に

つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
現
状
を
把
握
し
、

解
決
策
を
講
じ
る
な
ど
の
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
て
き
た
。
デ
ジ
テ
ッ
ク
が
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
り
、
各
課
題
に
適
し
た
会

員
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
解
決
へ
の
協
働
を

支
援
し
て
い
る
。

徳
山
高
専
の
学
生
と
の
共
創
で

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
開
発

学
生
が
参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
口
の
「
あ
り

が
と
う
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
口
は
、
企
業
や
農
家
、

個
人
の
余
剰
食
品
を
食
の
支
援
を
必
要
と
す

る
施
設
・
団
体
に
無
償
提
供
し
て
い
る
が
、

「
食
品
の
受
け
取
り
側
か
ら
寄
贈
者
側
へ
感
謝

の
声
が
届
き
に
く
い
」
と
い
っ
た
悩
み
が
あ

り
、
デ
ジ
テ
ッ
ク
の
サ
イ
ト
に
課
題
と
し
て

掲
載
し
た
。
デ
ジ
テ
ッ
ク
の
運
営
サ
ポ
ー
ト

を
担
当
す
る
、
会
員
の
原
田
哲
也
さ
ん
（
株

式
会
社
ス
オ
ウ
代
表
取
締
役
）
は
フ
ー
ド
バ

ン
ク
山
口
か
ら
聞
き
取
り
を
重
ね
、
誰
も
が

気
軽
に
使
え
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
投
稿
シ
ス
テ
ム
を

備
え
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
開
発
を
提
案
。
会

員
の
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
に
対
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
く
れ
る
学
生
へ
の
声

が
け
を
依
頼
し
、
同
じ
く
会
員
の
株
式
会
社

Sソ
ラ

ラ

ス

o
la
rus
に
は
W
e
b
サ
イ
ト
の
デ
ザ

イ
ン
協
力
を
仰
い
だ
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
得

意
と
す
る
会
員
は
多
数
い
る
が
、「
若
い
世
代

が
地
域
の
現
場
で
実
践
力
を
養
う
こ
と
は
、

将
来
に
わ
た
る
地
域
へ
の
還
元
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
し
た
」
と
原
田
さ
ん
は
話
す
。
後

進
の
育
成
も
重
視
し
、
学
生
と
の
共
創
を
目

指
し
た
。

学
生
に
実
践
の
場
を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
た
徳
山
高
専
情
報
電
子
工
学
科
の
宮
﨑

亮
一
准
教
授
が
早
速
学
生
に
声
を
か
け
た
と

こ
ろ
、
単
位
取
得
に
関
わ
ら
な
い
も
の
の
３

人
が
手
を
挙
げ
た
。

当
時
３
年
生
だ
っ
た
上う
え

津つ

原は
ら

和
弘
さ
ん
、

信
友
玲
汰
さ
ん
、
松
村
和
樹
さ
ん
は
「
学
ん

だ
知
識
や
技
術
を
使
っ
て
社
会
に
役
立
つ
こ

と
を
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
立
候
補

し
た
と
い
う
。

学
び
が
地
域
社
会
に
役
立
つ

手
応
え
を
実
感

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年

12
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
メ
ン
バ
ー
は
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
で
ゼ
ロ
か
ら
の
開
発
を
始
め
た
。

「
当
初
１
～
２
回
で
パ
ソ
コ
ン
環
境
構
築
や

共
同
開
発
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ

た
後
、
３
人
の
個
性
に
合
わ
せ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

担
当
１
名
、
Ｗ
ｅ
ｂ
担
当
２
名
に
役
割
分
担

し
、
二
つ
の
開
発
を
同
時
進
行
さ
せ
ま
し
た
」

と
原
田
さ
ん
。
内
容
は
、
Ｌ
ｌ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

写
真
や
文
字
の
入
力
を
促
し
、
そ
の
デ
ー
タ

を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
に
掲
載
す
る
シ
ス
テ
ム
と
、
デ

ザ
イ
ン
会
社
の
協
力
を
受
け
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
全
体
の
開
発
だ
。
完
成
す
れ
ば
、
現
場
で

の
食
品
の
利
用
状
況
や
感
謝
の
声
を
利
用
者

側
か
ら
手
軽
に
寄
贈
者
側
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
離
れ
て
い
た
両
者
を
つ
な
ぐ
こ

と
で
、
互
い
に
意
識
し
合
う
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
３
週
間
に
１
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

で
学
生
に
は
「
次
回
ま
で
に
こ
の
ペ
ー
ジ
を

作
っ
て
」
と
い
っ
た
宿
題
が
与
え
ら
れ
、
次

の
会
議
で
出
来
栄
え
を
確
認
。
修
正
や
改
善

を
し
て
次
の
段
階
に
進
む
と
い
う
作
業
を
繰

り
返
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
投
稿
シ
ス
テ
ム
と
Ｗｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
構
築
し
て
い
っ
た
。

高
専
生
に
と
っ
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
学
び

続
け
て
き
た
身
近
な
知
識
だ
っ
た
が
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
担
当
の
上
津
原
さ
ん
は
「
誰
に
で
も
簡

単
に
使
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
厳
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
自
分
が
作
っ
た
シ
ス
テ
ム
の

改
善
が
必
要
な
箇
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
す
。
Ｗｅ
ｂ
担
当

の
信
友
さ
ん
は
「
原
田
さ
ん
と
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
自
分
た
ち
、
３
者
の
意
見
が
一
致
し
な
い

と
次
に
進
め
な
い
。
複
数
人
で
開
発
し
て
い

く
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」、
同
じ
く
松
村

さ
ん
は
「
途
中
で
細
か
な
問
題
が
次
々
と
生

じ
る
こ
と
に
驚
き
、
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
以
上
に
大
変
で
し
た
」

と
苦
労
を
振
り
返
る
。

彼
ら
を
見
守
っ
て
き
た
宮
﨑
さ
ん
は
「
学

業
や
部
活
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
チ
ー
ム
で

開
発
を
進
め
る
こ
と
へ
の
責
任
感
や
、
高
専

で
の
学
び
が
地
域
社
会
に
役
立
つ
手
応
え
を

間
接
的
に
で
も
感
じ
取
っ
た
よ
う
で
、
教
育

効
果
は
絶
大
で
し
た
」
と
満
足
げ
だ
。

ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
期
待

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
口
の
「
あ
り
が
と
う

W
ebsite

」
は
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
11

月
に
完
成
し
、
供
用
開
始
に
合
わ
せ
て
同
年

12
月
に
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
交
流
会
で
説
明

を
行
っ
た
。

「
プ
レ
ゼ
ン
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
学
生
３
人
は
達
成
感
に
満
ち
た
面
持
ち

だ
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
口
や
利
用
者
か
ら
は

「
簡
単
に
投
稿
で
き
る
」「
き
れ
い
な
サ
イ
ト

で
う
れ
し
い
」「
食
品
の
授
受
の
確
認
や
感

情
の
交
流
が
で
き
て
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

デ
ジ
テ
ッ
ク
で
は
今
後
も
、
積
極
的
に
学

生
と
の
協
働
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
出

し
た
い
考
え
だ
。

「
教
育
現
場
で
把
握
し
づ
ら
い
地
域
の
課
題

に
う
ま
く
学
生
が
力
を
貸
せ
る
よ
う
に
、

ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
ふ
さ
わ
し
い
マ
ッ
チ
ン

グ
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
宮
﨑
さ
ん
。
地
域

課
題
を
可
視
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
会

員
が
携
わ
る
こ
と
で
新
た
な
共
創
が
生
ま
れ

る
こ
と
が
今
後
も
期
待
さ
れ
る
。

デ
ジ
テ
ッ
クfor YAM

AG
U
CHI

《
山
口
県
》

文
／
村
上 

郁
子

「デジテック for YAMAGUCHI」運営事務局
☎083-921-0010
https://digitech-ymg.org/

若者との共創で新たな価値を生み出す特集

1  2023年12月1日、完成したWebサイトの
公開に際し、周南地域子ども応援連絡協議
会の参加・連携団体（子ども食堂など）の関
係者に対する説明会を行った

2  説明を行う徳山高専の開発メンバー3名

写真提供／
「デジテック for YAMAGUCHI」運営事務局

1

2

左から松村和樹さん、上津原和弘さん、信友
玲汰さん（現在５年生）

少子高齢化　中山間地域　若者流出少子高齢化　中山間地域　若者流出
などの地域課題をなどの地域課題を

デジタル技術で解決デジタル技術で解決

解決法の助言・提案
進行管理・サポート

デジテック 
for YAMAGUCHI   

事務局

DX推進官民連携DX推進官民連携
デジタルコミュニティデジタルコミュニティ

●  課題のある方
●  相談したい方
●  興味のある方

●  技術を有する方
●  課題解決に協力したい方
●  山口県を応援したい方
●  興味のある方　など

参加参加参加参加
参加参加参加参加

参加参加参加参加

参加参加参加参加

参加参加参加参加

デジテック for YAMAGUCHI
参加会員（個人・団体、県内外問わず）マッチングイメージ

ありがとうWebサイトプロジェクトフードバンク山口×徳山高専

利用者の「ありがとう」の声を寄贈者に届ける記事投稿システムの開発

マッチング
マッチング

マッチング
マッチング

食品受取団体がLINE上で
❶画像 ❷タイトル ❸本文 
を入力→投稿

フードバンク事務局で承認後 Webサイトに掲載

マッチング
マッチング

https://thankyou.
fbyamaguchi.org/

◀︎フードバンク山口
  「ありがとうWebsite」
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子
ど
も
も
大
人
も
集
ま
り

交
流
が
生
ま
れ
る
地
域
食
堂

鳥
取
市
の
玄
関
口
、
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
か
ら
鳥

取
県
庁
を
結
ぶ
若
桜
街
道
商
店
街
は
市
内
最

大
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
で
、
老
舗
の
個
人
商
店

や
飲
食
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
そ
の
一
角

の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
２
０
２
２
年
12
月

に
誕
生
し
た
の
が
、
鳥
取
大
学
の
現
役
学
生

と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ふ
や
が
共
同
で
運
営
す

る
地
域
食
堂
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
」
で
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
の
営
業
日
は
週
末
の
金
・
土
・

日
曜
日
の
３
日
間
。
金
曜
日
の
夕
方
に
な
る

と
、
下
校
し
た
近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
次
々

と
や
っ
て
来
る
。
販
売
し
て
い
る
駄
菓
子
を

選
ん
だ
り
、
お
喋
り
を
し
た
り
、
宿
題
を
し

た
り
と
店
内
は
に
ぎ
や
か
な
声
で
活
気
づ
く
。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
で
は
支
援
団
体
か
ら
の
物
資

や
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
学
生
た
ち
が
メ

ニ
ュ
ー
を
考
案
し
て
調
理
・
提
供
し
て
お
り
、

高
校
生
以
下
は
無
料
、
大
人
は
２
５
０
円
で
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
代
表
で
同

大
地
域
学
部
４
年
生
の
清
水
愛あ

結ゆ

さ
ん
は
「
毎

回
、
子
ど
も
た
ち
が
20
人
、
大
人
が
５
人
ほ
ど

食
べ
に
来
て
く
れ
ま
す
。
世
代
を
超
え
て
自
然

と
会
話
が
生
ま
れ
、
一
緒
に
遊
ぶ
な
ど
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

地
域
食
堂
以
外
に
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
や

バ
レ
ン
タ
イ
ン
な
ど
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

週末の金・土・日曜日にオープンするカフェ風の地域食堂「COCON」。学生たちが考えたおにぎりなどのメニューを高校生以下は無料、大人は250円で食べることができる
写真提供／COCON

か
、
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
や
学
用
品
の

回
収
と
無
償
提
供
、
無
料
学
習
塾
、
地
元
企

業
の
経
営
者
等
を
招
い
て
若
者
を
対
象
に
開

く
「
０
円
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
な
ど
を
企

画
し
、
地
域
の
幅
広
い
世
代
が
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

に
集
う
。

大
学
の
課
外
活
動
支
援
事
業
を

活
用
し
、
学
生
団
体
を
設
立

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
開
設
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
清
水
さ
ん
が
大
学
１
年
時
に
設
立
し
た

学
生
団
体
「
ば
ば
の
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

の
活
動
だ
っ
た
。
同
団
体
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

同
様
、
地
域
貢
献
に
挑
戦
す
る
学
生
の
課
外

活
動
を
支
援
す
る
鳥
取
大
学
の
事
業
「Sm

all 

CoRE Project

」
を
活
用
し
て
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
で
は
活
動
資
金
を
交
付
す
る
ほ
か
、

行
政
の
補
助
金
活
用
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、
活
動
す
る
学
生
に
と
っ
て
困
っ

た
と
き
に
頼
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

ば
ば
の
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
駄
菓
子
販

売
を
通
じ
て
多
世
代
間
で
交
流
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
興
に
取
り
組
み
、
現
在
は

清
水
さ
ん
の
後
輩
た
ち
が
引
き
継
い
で
い
る
。

清
水
さ
ん
は
地
域
の
人
と
交
流
す
る
中
で
、

困
っ
て
い
る
こ
と
を
口
に
出
せ
な
い
人
が
大
勢

い
る
こ
と
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
よ
り
幅
広
い
活
動
を
し
た
い

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
な
ど
を
行
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ふ
ふ
や
の
設
立
が
重
な
り
、
副
理
事
の

岩
渕
壮
一
郎
さ
ん
か
ら
「
一
緒
に
何
か
で
き
な

い
か
」
と
誘
わ
れ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
が
誕
生
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
は
「
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
地
域
」

を
目
指
し
、「
待
合
室
」「
安
心
」「
社
会
経
験
」

「
交
流
の
場
」
の
四
つ
を
居
場
所
像
と
し
た
。

「
今
で
こ
そ
地
域
の
皆
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
最
初
は
定
期
的
に
オ
ー
プ
ン
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
受
け
入

れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
清
水
さ
ん
は

振
り
返
る
。
当
初
、
地
域
住
民
か
ら
は
「
大
学

生
が
一
過
性
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
や
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
た
よ

う
だ
。
清
水
さ
ん
た
ち
は
地
域
住
民
の
理
解
を

得
る
た
め
に
商
店
街
を
一
軒
ず
つ
あ
い
さ
つ
し

て
回
り
、
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
子
育

て
世
代
や
学
生
に
発
信
を
続
け
た
。

こ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
実
を
結
び
、
今
で

は
「
子
ど
も
が
成
長
し
て
も
う
使
わ
な
い
の
で
、

良
か
っ
た
ら
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
本
や
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
、
卓
球
台
な
ど
子
ど
も
が
喜
び
そ
う

な
も
の
を
地
域
住
民
が
寄
付
し
て
く
れ
る
。

一
過
性
の
も
の
に
せ
ず

継
続
で
き
る
工
夫
を
こ
ら
す

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
や
、
交
流
の
場
と

し
て
地
域
に
親
し
ま
れ
る
存
在
へ
と
成
長
し

て
い
る
が
、
課
題
も
あ
る
。

「
大
学
生
が
運
営
主
体
と
な
る
上
で
、
や
は
り

一
番
の
課
題
は
継
続
性
で
す
。
４
年
間
し
か

在
籍
し
な
い
た
め
、
常
に
大
学
生
を
集
め
ら

れ
る
仕
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

実
際
に
、
メ
イ
ン
で
活
動
し
て
い
た
学
生
が

進
級
し
て
就
職
活
動
な
ど
で
忙
し
く
な
っ
た
り
、

考
え
方
の
相
違
で
メ
ン
バ
ー
が
一
気
に
抜
け
て

し
ま
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め

「
何
を
目
的
に
や
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
、
団

体
の
目
標
や
思
い
描
く
未
来
を
明
確
に
し
、
そ

の
目
標
に
つ
な
が
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
地
域
食
堂
以
外
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
催
し
て
い
る
の
は
、
地
域

の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
生
に
と
っ
て
も

よ
り
意
味
の
あ
る
活
動
に
し
た
い
か
ら
だ
。

店
名
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
繭
」
を
意
味
し
、
さ
ら
に
日
本
語
の
「
古
今
」

に
も
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

「
温
か
く
包
ま
れ
る
繭
の
よ
う
に
、
み
ん
な
が

立
ち
寄
っ
て
ホ
ッ
と
で
き
る
場
所
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
祖
父
母
世
代
と

孫
世
代
の
古
今
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
の
よ
う
な

場
所
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ

た
時
に
、
ふ
る
さ
と
の
懐
か
し
い
良
い
思
い

出
と
し
て
『
帰
り
た
い
』
と
思
い
浮
か
べ
る

場
所
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
清
水
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
差
し
た
活
動
が
期

待
さ
れ
る
。

温かく包まれる居場所を地域に創出
多世代間交流を促し、人のつながりを育む
地域食堂「C

コ コ ン

OCON」《鳥取市》

鳥取市の中心市街地にある若桜街道商店街の空き店舗を使って
2022（令和４）年にオープンした地域食堂「COCON」。
住民との交流を深める中で、地域が抱える課題に気づいた鳥取大学の学生有志が主体となり、
NPO 法人と共に子どもたちの居場所と交流の場を創出している。 文／倉恒 弘美

地域食堂「COCON」
鳥取市職人町26
☎090-6756-4681

COCON代表で鳥取大学地域
学部４年生の清水愛結さんと、
NPO法人ふふや副理事の岩渕
壮一郎さん

写真提供／ COCON

1

2

3

4

1 2  放課後や夏休み
時に子どもたちの
居場所にもなって
いる

3  商店街の人たちの
協力を得ながら空
き店舗を地域食堂
に改修

4   COCONは、県主
催 の 令 和 4 年 度

「とっとりSDGs
アワード」セカン
ドステップ部門で
大賞を受賞した

若者との共創で新たな価値を生み出す特集

Instagram
＠cocon_ibasho.huhuya.9
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理
念
の
土
台
を
つ
く
っ
た

幼
少
期
の
体
験

島
根
県
中
部
に
位
置
す
る
大
田
市
温
泉
津
町

は
、
そ
の
名
の
通
り
〝
温
泉
の
あ
る
港
町
〟
で
、

開
湯
は
１
３
０
０
年
前
と
い
わ
れ
る
。
昔
な
が

ら
の
た
た
ず
ま
い
を
残
す
温
泉
街
に
は
、
古
民

家
を
活
用
し
た
カ
フ
ェ
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
調

和
し
、
歴
史
あ
る
町
並
み
に
新
し
い
表
情
を
つ

く
り
出
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
て
き
た

の
が
、
有
限
会
社
小
川
商
店
の
12
代
目
、
小

川
知
興
社
長
で
あ
る
。
同
市
に
あ
る
石
見
銀
山

が
隆
盛
を
極
め
、
温
泉
津
が
銀
の
積
出
港
と
し

て
栄
え
て
い
た
時
代
、
小
川
商
店
は
北
前
船
の

廻
船
問
屋
と
し
て
１
６
８
８
（
元
禄
元
）
年
に

創
業
し
た
。
江
戸
後
期
以
降
、
銀
生
産
の
衰
退

と
と
も
に
温
泉
津
も
徐
々
に
港
町
と
し
て
の

勢
い
を
弱
め
て
い
っ
た
が
、
小
川
商
店
は
宿
場

経
営
や
漁
師
な
ど
、
時
代
の
変
遷
に
応
じ
て
地

域
に
必
要
と
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
い
な
が
ら

３
０
０
年
以
上
の
時
を
生
き
抜
い
て
き
た
。
現

在
で
は
石
油
・
運
輸
・
飲
食
・
不
動
産
・
車
販

等
、
地
域
内
で
多
角
経
営
を
行
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
老
舗
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
小

川
社
長
は
、
何
不
自
由
な
い
暮
ら
し
を
送
っ
て

 prof i le

小川 知興〈おがわ・ともおき〉

1975年島根県温泉津町（現・大田市）生まれ。立命館大学を卒業後、
1998年に広島県に本社を構える輸入車ディーラーに就職。2002年に
退社し、帰郷して有限会社小川商店に入社。常務、専務を経て 2015
年に代表取締役に就任し、石油・運輸・飲食・不動産・車販事業等の
多角経営を行っている。同社は、厚生労働省の令和 5 年度「高年齢者
活躍企業コンテスト」で厚生労働大臣表彰最優秀賞を受賞。従業員数
71名（2024年５月現在）。

文／木次 亜紀子　　写真撮影／山田 泰三

い
た
が
、
小
学
２
年
生
の
時
に
自
宅
で
あ
る
小

川
商
店
が
火
事
で
焼
失
。
親
戚
の
家
で
暮
ら
す

こ
と
に
な
っ
た
。

「
情
け
な
い
話
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
家
の
冷

蔵
庫
を
好
き
な
時
に
開
け
て
牛
乳
や
プ
リ
ン

を
手
に
し
て
い
た
の
に
、
親
戚
の
家
で
は
冷
蔵

庫
を
開
け
る
勇
気
も
な
い
。
こ
れ
は
深
刻
だ
ぞ

…
…
と
感
じ
た
わ
け
で
す
」

こ
の
状
況
を
何
と
か
せ
ね
ば
と
思
い
立
ち
、

地
元
の
新
聞
販
売
店
に
「
働
か
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
申
し
出
た
。
新
聞
配
達
を
し
、
夏
は
港
に
揚

が
っ
た
魚
介
を
旅
館
に
売
り
歩
き
、
高
学
年
に

な
る
と
小
川
商
店
が
経
営
す
る
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
も
働
き
始
め
た
。

「
同
級
生
は
ゲ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
遊
ん

で
い
る
年
頃
。『
小
川
く
ん
は
な
ん
で
働
い
て

い
る
の
？
』
と
言
わ
れ
な
が
ら
夏
も
冬
も
働
い

た
。
精
神
的
に
も
き
つ
か
っ
た
で
す
ね
」

３
年
後
に
は
再
び
家
族
一
緒
に
暮
ら
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
高
校
に
入
る
ま
で
は
１
日

も
休
ま
ず
働
き
続
け
た
と
い
う
。

重
伝
建
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を

率
先
し
て
推
進

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
に
立
命
館
大
学
を

卒
業
後
、
広
島
の
輸
入
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
就
職
。

５
年
ほ
ど
社
会
人
と
し
て
の
経
験
を
積
み
、
27

歳
の
時
に
帰
郷
し
て
小
川
商
店
に
入
社
し
た
。

そ
の
２
年
後
と
な
る
２
０
０
４
（
平
成
16
）

年
、
温
泉
津
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
（
以
下
、
重
伝
建
地
区
）
に
選
定

さ
れ
た
。
し
か
し
、
地
元
で
は
重
伝
建
地
区

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
戸
惑
い
の
声
も
上

が
り
、
地
域
全
体
が
具
体
策
を
探
し
あ
ぐ
ね
て

い
た
と
い
う
。
そ
の
時
、「
誰
も
や
ら
な
い
な

ら
自
分
が
や
る
」
と
手
を
挙
げ
た
の
が
小
川
社

長
だ
っ
た
。

「
ま
ず
は
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、

誰
も
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
空
間
を
つ
く
ろ
う

と
提
案
し
ま
し
た
。
誰
も
賛
同
し
て
く
れ
な

か
っ
た
で
す
け
ど
ね
」
と
笑
う
。
歴
史
あ
る

ま
ち
を
守
り
た
い
と
い
う
人
た
ち
の
中
に
は
、

小
川
社
長
の
革
新
的
な
考
え
方
に
難
色
を
示

　

す
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
イ
ベ
ン
ト

を
開
き
、
来
場
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
、

温
泉
津
に
「
新
し
い
風
」
を
求
め
る
声
を
約

５
０
０
名
分
集
め
た
。
そ
し
て
向
か
っ
た
の

は
、
町
役
場
を
飛
び
越
え
て
島
根
県
庁
だ
っ
た
。

「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
自
分
の
思
い
を
伝
え
、

温
泉
津
を
外
か
ら
変
え
て
ほ
し
い
と
協
力
を
仰

ぎ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
県
の
助
力
を
も
っ
て
、

町
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
」

こ
う
し
て
、
重
伝
建
地
区
の
一
角
に
あ

る
築
１
０
０
年
以
上
の
古
民
家
を
改
修
し
、

２
０
０
４
年
に
「
カ
フ
ェ
＆
バ
ー
路ろ

庵あ
ん

」
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。
同
地
区
の
保
存
修
理
事
業

の
再
生
第
一
号
と
な
る
店
舗
だ
っ
た
。

第
三
者
承
継
支
援
で

地
域
の
存
続
を
目
指
す

小
川
社
長
の
勢
い
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
後
も
神
楽
の
定
期
公
演
を
始
め
た
り
、
企

業
の
協
賛
が
減
っ
て
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

た
夏
祭
り
を
、
内
容
を
充
実
さ
せ
て
入
場
料
を

取
る
形
に
変
え
て
来
場
者
を
増
や
し
た
り
と
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
に
着

手
し
て
い
っ
た
。

「
逆
風
は
相
変
わ
ら
ず
吹
き
続
け
ま
し
た

が
、
若
く
血
気
盛
ん
な
頃
だ
っ
た
の
で
闘
い

続
け
ま
し
た
」
と
笑
い
な
が
ら
振
り
返
る
。

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
社
長
に
就
任
し

た
後
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
温
泉
津

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
副
会
長
や
温
泉
津
温
泉

夏
祭
り
の
実
動
部
隊
を
務
め
る
傍
ら
、
温
泉
津

で
起
業
し
た
い
人
を
支
援
し
て
き
た
。
な
ぜ
地

域
の
こ
と
に
そ
こ
ま
で
力
を
注
げ
る
の
か
。

「
企
業
と
し
て
一
人
勝
ち
し
た
っ
て
、
地
域
が

存
続
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
地
域
全
体
で

生
き
残
る
術
を
つ
く
っ
て
人
口
の
流
出
を
防

ぐ
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」

そ
の
思
い
が
現
れ
て
い
る
の
が
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
に
開
始
し
た
同
社
の
「
第
三
者

承
継
支
援
」
で
あ
る
。
後
継
者
が
い
な
い
企
業

に
対
し
、
第
三
者
に
事
業
を
引
き
継
が
せ
る
こ

と
で
廃
業
を
回
避
さ
せ
る
手
法
で
、
同
社
で
は

自
動
車
整
備
や
Ｉ
Ｔ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
５
件
の

事
業
承
継
を
行
っ
て
き
た
。
後
継
者
問
題
は
今

や
日
本
全
体
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
地
方
に
お

い
て
は
さ
ら
に
深
刻
さ
を
増
す
。

「
企
業
が
一
つ
な
く
な
れ
ば
、
従
業
員
と
そ
の

家
族
が
地
域
に
残
る
理
由
が
な
く
な
り
、
人
口

減
少
に
拍
車
が
か
か
る
わ
け
で
す
」

小
川
社
長
は
そ
う
し
た
危
機
感
を
大
学
時

代
か
ら
感
じ
て
い
た
。
授
業
で
人
口
統
計
学
を

学
ん
だ
際
、
温
泉
津
の
行
く
末
も
数
字
か
ら
感

じ
取
れ
た
。
地
方
の
集
落
の
消
滅
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
企
業
や
実
業
家
が
協
力
し
合
っ
て
地
域

の
事
業
を
存
続
さ
せ
る
べ
き
と
い
う
構
想
を

卒
業
論
文
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
み
ん
な
の
居
場
所
を
残
し
て
い
く
こ
と
こ

そ
が
地
域
に
い
る
わ
れ
わ
れ
の
最
大
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
。
そ
う
い
う
自
分
の
思
い
や
情
熱
を
ぶ

つ
け
る
場
所
が
家
業
だ
け
で
は
消
化
で
き
な

い
の
で
、
地
域
の
た
め
に
実
践
す
る
こ
と
で
発

地域に生きる

企業家群像 110

有限会社小川商店　代表取締役

小川 知興
（島根県大田市）

　

既存のルールにとらわれず
新時代の温

ゆ の つ

泉津を目指す。
人も企業も守りながら
誰もが居場所のある地域に

1  2  重伝建地区の古民家を改修して2004年にオープンした「カフェ＆バー路庵」。地
酒・地ビールはもちろん、温泉津特産である板ワカメやミズダコのピザをはじめ、
厳選された新鮮な地域食材を使用したローカルメニューがそろう

1

2
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２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
の
夏
は
記
録

的
な
暑
さ
が
続
き
、
真
夏
日
と
猛
暑
日
が

連
日
観
測
さ
れ
、
各
地
で
過
去
最
多
を
更

新
し
た
。
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
、

同
年
の
世
界
の
平
均
気
温
は
観
測
史
上
最

も
高
か
っ
た
と
発
表
し
た
。
記
録
更
新
の

暑
い
夏
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
そ
う
だ
。

気
候
変
動
へ
の
対
策
が
急
務
と
な
る
今
、

株
式
会
社
フ
ジ
タ
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
抑

制
に
つ
な
が
る
緑
化
事
業
の
分
野
で
注
目

を
集
め
て
い
る
。
梨
農
家
、
切
り
花
栽
培
、

植
物
園
の
経
営
を
経
て
、
多
肉
植
物
に
よ

る
緑
化
事
業
へ
と
至
っ
た
同
社
の
歩
み
は
、

挑
戦
の
連
続
だ
っ
た
。

水
や
り
の
い
ら
な
い
多
肉
植
物
で

緑
化
事
業
に
参
入

１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に
創
業
し
た

同
社
の
緑
化
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
の
は
、
京
都
議
定
書※

１

が
採
択
さ
れ
た

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
で
、
現
社
長
の

藤
田
豊
博
氏
の
父
で
あ
る
初
代
社
長
の
故
・

道
明
氏
の
発
案
だ
っ
た
。

当
時
、屋
上
や
道
路
な
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
面
の
緑
化
と
い
え
ば
芝
が
主
流
だ
っ
た

が
、
水
や
り
や
除
草
剤
の
欠
か
せ
な
い
芝

生
緑
化
に
、
道
明
氏
は
大
き
な
疑
問
を
感

じ
て
い
た
。
屋
上
に
水
を
汲
み
上
げ
る
た

め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
え
ば
、
か
え
っ
て

温
室
効
果
ガ
ス
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
か

ら
だ
。「
環
境
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
い

ず
れ
水
や
り
の
い
ら
な
い
植
物
が
必
要
に

な
る
」
と
日
本
各
地
の
海
岸
を
歩
き
、
岩

場
に
生
息
す
る
植
物
を
集
め
た
。
経
営
し

て
い
た
植
物
園
で
寒
帯
か
ら
熱
帯
ま
で
約

２
０
０
０
種
の
植
物
を
育
て
た
経
験
が
こ

こ
で
生
か
さ
れ
た
。

ま
ず
目
を
付
け
た
植
物
が
、
耐
寒
性
や

耐
暑
性
に
優
れ
る
多
肉
植
物
の
「
セ
ダ
ム
」

で
、
そ
の
後
10
年
に
わ
た
る
主
力
商
品
と

な
っ
た
。
も
う
一
つ
が
、
高
山
帯
か
ら
海

岸
ま
で
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
耐
え
ら
れ
る
多

年
草
の
「
キ
リ
ン
ソ
ウ
」。
後
に
品
種
改
良

さ
れ
、
セ
ダ
ム
を
超
え
る
商
品
「
常
緑
キ
リ

ン
ソ
ウ
」
と
な
る
植
物
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

わ
ず
か
10
年
で

キ
リ
ン
ソ
ウ
の
品
種
改
良
を
実
現

セ
ダ
ム
は
成
長
が
早
く
、
手
間
も
か
か

ら
ず
、
何
よ
り
常
緑
の
た
め
人
気
商
品
と

な
っ
た
。
一
方
、
キ
リ
ン
ソ
ウ
は
冬
に
葉

が
枯
れ
、
小
さ
な
芽
（
冬
至
芽
）
だ
け
に

な
る
と
い
う
難
点
が
あ
っ
た
。「
セ
ダ
ム
は

刻
ん
で
ま
い
て
お
け
ば
育
ち
ま
す
が
、
キ

リ
ン
ソ
ウ
は
１
本
ず
つ
挿
し
木
で
育
て
ま

す
」
と
豊
博
氏
は
説
明
す
る
。
キ
リ
ン
ソ

ウ
の
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
の
品
種
改
良

が
道
明
氏
の
手
に
よ
り
始
ま
っ
た
。

品
種
改
良
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
性
質
の

中
か
ら
、
優
れ
た
も
の
を
選
ぶ
選
択
と
、

異
な
る
遺
伝
子
の
交
配
を
繰
り
返
し
て
、

役
に
立
つ
品
種
を
残
す
こ
と
だ
が
、
そ
う

た
や
す
く
は
な
く
、
突
然
変
異
と
い
う
偶

然
が
必
要
な
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
を
道
明

氏
は
10
年
で
や
っ
て
の
け
た
。

「
種
苗
会
社
の
研
究
員
で
も
入
社
か
ら
退

散
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

地
域
課
題
と
高
齢
者
の
雇
用
問
題
を

同
時
に
解
決

「
み
ん
な
の
居
場
所
を
残
す
」
と
い
う
点
で
、

小
川
商
店
が
注
力
し
て
い
る
取
り
組
み
の
一

つ
が
高
齢
者
雇
用
促
進
だ
。
第
三
者
承
継
支
援

で
企
業
を
買
収
し
た
こ
と
が
、
取
り
組
む
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

「
従
業
員
の
平
均
年
齢
を
考
え
た
と
き
、
10
年

後
や
定
年
以
降
に
も
彼
ら
が
活
躍
で
き
る
場

を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
、
ど
う
や
っ
た
ら
会

社
に
残
っ
て
く
れ
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
例
え
ば
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
担
い
手
不
足

な
ど
行
政
が
抱
え
て
い
る
課
題
と
一
緒
に
解

決
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
」

そ
の
提
案
を
行
政
に
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ

有限会社小川商店
島根県大田市温泉津町温泉津ロ65
☎0855-65-2636
https://www.t-ogawa.com/

賛
同
を
得
ら
れ
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
な
が

ら
、
高
齢
者
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
け
る

場
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
い
る
小
川
商
店
の
強
み
を
生
か
し
、
行

政
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
や
不
燃
ご
み
・
リ

サ
イ
ク
ル
ご
み
の
収
集
業
務
を
受
託
し
、
高
年

齢
者
が
継
続
し
て
働
け
る
機
会
を
創
出
し
た
。

そ
し
て
、
単
純
に
雇
用
の
場
を
増
や
し
た
だ
け

で
は
な
く
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
働
き
や
す
く
な

る
よ
う
に
、
就
業
規
則
を
必
要
に
応
じ
て
何
通

り
も
用
意
し
た
。
職
業
に
適
し
た
人
材
を
探
す

の
で
は
な
く
、
人
材
に
適
し
た
職
場
環
境
を
つ

く
る
と
い
う
逆
転
の
発
想
で
あ
る
。

そ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
同
社
は
厚

生
労
働
省
の
令
和
５
年
度
「
高
年
齢
者
活
躍
企

業
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
最
優

秀
賞
を
受
賞
、
ま
た
高
等
学
校
の
教
材
に
も
掲

載
さ
れ
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
た
。

「
み
ん
な
い
つ
か
は
高
齢
者
と
い
う
立
場
に
な

る
の
に
、
年
を
取
っ
た
ら
働
け
な
い
と
い
う
よ

う
な
や
り
方
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
考
え
方
自

体
を
変
え
な
い
と
絶
対
に
生
き
残
れ
な
い
。
エ

イ
ジ
レ
ス
的
な
世
界
観
を
み
ん
な
で
つ
く
っ

て
い
け
ば
、
ま
だ
ま
だ
地
域
の
担
い
手
は
い
る

わ
け
で
す
。
そ
れ
に
僕
が
や
っ
て
い
る
こ
と
っ

て
全
然
お
金
が
か
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
考
え

方
を
変
え
れ
ば
い
い
だ
け
。
な
い
制
度
は
つ
く

れ
ば
い
い
だ
け
。
そ
れ
で
地
域
が
ち
ょ
っ
と
で

も
変
わ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

そ
う
し
た
柔
軟
な
発
想
や
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

は
、
小
学
生
の
時
の
体
験
が
源
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

「
間
違
い
な
く
そ
れ
が
僕
の
原
点
で
す
。
大
変

だ
っ
た
け
ど
、
あ
れ
が
な
か
っ
た
ら
今
の
僕
は

な
い
と
思
い
ま
す
」

幼
い
頃
か
ら
労
働
の
大
変
さ
を
肌
身
で
感

じ
、
身
内
か
ら
も
事
業
に
対
す
る
覚
悟
や
厳
し

さ
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
教
え
ら
れ
て
き
た
。
時

代
を
読
み
、
将
来
を
見
据
え
、
地
域
と
共
に
生

き
残
る
と
い
う
精
神
は
そ
う
し
た
経
験
か
ら

培
わ
れ
た
。

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
に
は
、
地
元
有
志

に
よ
る
一
般
社
団
法
人
Y－

L
A
B
と
共
同
運

営
し
て
い
る
「
温
泉
津
ふ
れ
あ
い
館
」
に
、
ラ

イ
ダ
ー
用
の
簡
易
宿
泊
所
と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
多
角
経
営
の
リ
ス

ク
を
恐
れ
ず
、
小
川
社
長
は
ま
い
進
し
続
け
て

い
る
。

「
二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
も
得
ず
と
い
う
の

は
昔
の
話
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
三
兎
で
も
四

兎
で
も
追
っ
た
る
わ
！
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
」

力
強
く
言
い
切
る
そ
の
言
葉
に
は
、
小
川

商
店
が
あ
る
限
り
温
泉
津
は
大
丈
夫
、
と
思
わ

せ
て
く
れ
る
パ
ワ
ー
が
あ
っ
た
。

w
riter

木
次 

亜
紀
子〈
こ
つ
ぎ・あ
き
こ
〉

島
根
県
出
身
。
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
務
、
広
告

会
社
勤
務
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
。
山
陰
の
情

報
誌
や
出
版
物
な
ど
を
中
心
に
、
取
材
・
執
筆
・
編

集
業
務
を
手
掛
け
て
い
る
。

株
式
会
社
フ
ジ
タ
《
鳥
取
県
岩
美
町
》

文
／
角
田 

治　

 

写
真
撮
影
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山
田 

真
実

奇
跡
の
品
種
改
良
と
逆
転
の
発
想
に
よ
る

袋
方
式
で
屋
上
緑
化
に
革
命

83
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員たち

5  高齢者がいきいきと働け
る職場づくりの取り組み
が評価され、令和５年度

「高年齢者活躍企業コン
テスト」において厚生労
働大臣表彰最優秀賞を受
賞した

6  温泉津ふれあい館内部に
は1階がライダーズハウ
ス、2階がコワーキング
スペースという空間が広
がる。1階奥の宿泊施設

「ミギオク」ではバイク愛
好家たちが素泊まりでき
る

写真提供／
3〜5 有限会社小川商店

3

4

5

6

同社が品種登録した常緑キリンソウの「トットリフジタ1号」。雨水が当たるところ
であれば3～5cmの薄層土壌で育つ。一年を通して緑を保ち、11月末～12月ごろに
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職
ま
で
の
40
年
で
、
新
品
種
を
一
つ
生

み
出
せ
る
か
ど
う
か
の
世
界
。
最
後
は

奇
跡
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
豊
博

氏
。
こ
う
し
て
常
緑
キ
リ
ン
ソ
ウ
が
生
ま

れ
、「
ト
ッ
ト
リ
フ
ジ
タ
１
号
」
の
名
で

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
品
種
登
録※
２

さ

れ
た
。

逆
転
の
発
想
で

屋
上
緑
化
の
弱
点
を
克
服

同
社
の
実
績
は
植
物
だ
け
で
は
な
い
。

土
の
流
失
を
防
ぎ
、
雑
草
を
な
く
し
、
持

ち
運
び
の
で
き
る
簡
単
な
緑
化
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
た
こ
と
に
あ
る
。

屋
上
緑
化
は
、
土
を
敷
い
た
花
壇
や
、

土
を
入
れ
た
ト
レ
ー
に
植
物
を
植
え
る
の

が
一
般
的
だ
が
、
工
事
も
大
が
か
り
で
、

工
期
も
長
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
社
が
開
発
し
た
「
常
緑
キ
リ
ン
ソ
ウ
袋

方
式
®
」
は
、
防
草
シ
ー
ト
で
作
っ
た
袋

に
土
を
入
れ
て
運
び
、
そ
れ
に
常
緑
キ
リ

ン
ソ
ウ
を
直
接
植
え
る
。
運
搬
用
の
袋
を

そ
の
ま
ま
土
の
容
器
に
す
る
こ
と
で
、
雨

水
は
通
し
て
も
土
は
流
れ
な
い
。
し
か
も
、

雑
草
が
生
え
ず
、
土
の
量
も
抑
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
従
来
の
屋
上
緑
化
の
弱
点
を
克

服
し
た
。

も
っ
と
も
、
袋
方
式
が
現
在
の
形
に
落

ち
着
く
ま
で
に
は
、
試
行
錯
誤
が
あ
っ
た
。

初
め
は
袋
に
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
穴
を
開

「
そ
の
頃
、
屋
上
緑
化
は
、
芝
、
セ
ダ
ム
、

コ
ケ
類
で
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ

の
夏
、
常
緑
キ
リ
ン
ソ
ウ
以
外
の
多
く
は

脱
落
し
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
は
、
一
つ

の
転
機
で
し
た
」

そ
し
て
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
、

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
よ
り
、
環
境
へ

の
配
慮
は
社
会
的
な
課
題
と
な
り
、
ま
す

ま
す
関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

開
発
事
業
者
へ
の
緑
化
シ
ス
テ
ム
の
納
品

が
主
力
事
業
だ
っ
た
同
社
は
、
屋
上
緑
化

を
採
用
し
た
い
企
業
や
個
人
に
直
接
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
方
法
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら

ず
、
営
業
面
で
は
苦
戦
が
続
い
た
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
、
西
日
本
豪

雨
に
代
表
さ
れ
る
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、

屋
上
緑
化
も
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
。
豪
雨

に
よ
り
土
が
流
れ
、
植
物
ご
と
流
失
し
た

場
所
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
袋
方
式
は

こ
の
ピ
ン
チ
に
も
耐
え
た
。
袋
に
入
っ
て

い
る
た
め
土
が
流
れ
出
る
こ
と
も
な
く
、

ほ
と
ん
ど
被
害
が
な
か
っ
た
の
だ
。
想
定

外
の
猛
暑
と
豪
雨
は
、
同
社
の
常
緑
キ
リ

ン
ソ
ウ
と
袋
方
式
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を

証
明
し
、
次
第
に
注
目
さ
れ
始
め
た
。

こ
う
し
た
優
れ
た
特
性
が
認
め
ら
れ
、

２
０
２
３
年
、
公
益
社
団
法
人
発
明
協
会

が
主
催
す
る
令
和
５
年
度
「
中
国
地
方
発

明
表
彰
」
で
特
許
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
。

鳥
取
県
内
企
業
の
同
賞
受
賞
は
平
成
23
年

度
以
来
12
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。

け
、
そ
こ
に
キ
リ
ン
ソ
ウ
を
植
え
て
い
た

が
、
そ
れ
だ
と
大
き
さ
に
ば
ら
つ
き
が
出

て
、
切
り
過
ぎ
て
穴
が
大
き
く
な
る
と
土

が
流
れ
出
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
解
決
す
る

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
試
し
た
結
果
、

フ
ァ
ス
ナ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
適
だ

と
分
か
っ
た
。

そ
れ
に
は
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
あ
っ
た
。
土
を
入
れ
た
袋
に
６
本
の

キ
リ
ン
ソ
ウ
を
植
え
る
に
は
、
１
本
の
フ
ァ

ス
ナ
ー
に
６
個
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
（
引
き
手
）

が
必
要
だ
が
、
そ
ん
な
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
世

の
中
に
な
い
。
そ
こ
で
豊
博
氏
は
フ
ァ
ス

ナ
ー
製
造
の
大
手
・
Ｙ
Ｋ
Ｋ
株
式
会
社
に

飛
び
込
ん
だ
。
相
談
を
受
け
た
Ｙ
Ｋ
Ｋ
は

「
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
は
、
ぜ
ひ
協

力
し
た
い
」
と
製
造
に
乗
り
出
し
、
一
気

に
開
発
が
進
ん
だ
。
袋
を
用
い
た
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
「
常
緑
キ
リ
ン
ソ
ウ
袋
方
式
®
」

と
し
て
特
許
を
取
得
し
、
量
産
態
勢
へ
の

道
が
開
け
た
。

こ
の
袋
方
式
の
誕
生
は
、
納
品
用
に
使

う
袋
を
何
千
枚
も
廃
棄
す
る
こ
と
に
「
ず
っ

と
疑
問
を
感
じ
て
い
た
」
と
い
う
豊
博
氏

の
逆
転
の
発
想
に
よ
る
。
エ
コ
バ
ッ
グ
を

使
っ
て
レ
ジ
袋
を
削
減
す
る
ア
イ
デ
ア
と

似
て
い
る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
の
は
、
レ
ジ
袋
有
料
化
が
始
ま
る
10
年

以
上
前
の
こ
と
だ
。

記
録
的
な
猛
暑
に
耐
え
た

常
緑
キ
リ
ン
ソ
ウ

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
夏
、
日
本
列
島

は
記
録
的
な
猛
暑
に
少
雨
が
重
な
り
、
屋
上

緑
化
に
異
変
が
起
こ
っ
た
。
日
照
り
が
続
い

た
た
め
、
芝
を
は
じ
め
、
暑
さ
に
強
い
セ
ダ

ム
ま
で
次
々
と
枯
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
セ
ダ
ム
の
ピ
ン
チ
は
、
常

緑
キ
リ
ン
ソ
ウ
を
持
つ
同
社
に
と
っ
て
は

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
。
常
緑
キ
リ
ン
ソ

ウ
は
最
低
限
の
水
で
も
生
き
ら
れ
る
上
に
、

50
℃
の
暑
さ
か
ら
マ
イ
ナ
ス
30
℃
の
極
寒

ま
で
耐
え
得
る
た
め
、
こ
の
猛
暑
を
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
た
。

環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
で

屋
上
緑
化
の
機
運
が
高
ま
る

２
０
１
５
年
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
で
採
択
さ

れ
た
パ
リ
協
定
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年

に
日
本
政
府
が
掲
げ
た
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
は
じ
め
、
環
境
へ

の
配
慮
は
社
会
全
体
の
課
題
と
な
り
、
都
市

緑
地
の
保
全
や
緑
化
に
関
す
る
法
律
で
あ

る
「
都
市
緑
地
法
」
の
改
正
（
２
０
２
４

年
）
に
よ
り
、
屋
上
や
敷
地
の
緑
化
の
流
れ

は
、
今
後
ま
す
ま
す
進
む
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
潮
流
に
乗
る
よ
う
に
、
ト
ヨ
タ
や
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
大
手
企
業
が
屋
上
お
よ

び
敷
地
の
緑
化
を
次
々
と
進
め
て
お
り
、
フ

ジ
タ
も
２
０
２
４
年
度
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の

１
万
㎡
に
及
ぶ
全
面
屋
上
緑
化
を
受
注
し
て

い
る
。

植
物
の
生
態
に
精
通
し
た
道
明
氏
の
奇

跡
の
品
種
改
良
か
ら
、
逆
転
の
発
想
に
よ

る
現
社
長
の
袋
方
式
の
緑
化
シ
ス
テ
ム
の

開
発
と
い
う
、
親
子
２
代
の
物
語
に
は
続

き
が
あ
る
。
現
社
長
の
息
子
・
大
地
氏
は

設
立
資
金
を
自
力
で
調
達
し
、
大
学
１
年

生
の
時
に
、
フ
ジ
タ
の
緑
化
シ
ス
テ
ム
を

売
る
販
売
会
社
を
設
立
し
た
。
首
都
圏
を

拠
点
と
す
る
大
地
氏
は
、
営
業
力
で
後
れ

を
取
る
フ
ジ
タ
に
と
っ
て
は
県
外
進
出
へ

の
大
き
な
足
が
か
り
で
あ
り
、
そ
の
視
線

は
海
外
へ
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

大
地
氏
は
大
学
が
休
み
に
な
れ
ば
地
元

に
戻
り
、
農
園
で
植
物
に
触
れ
、
土
に
ま

み
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
土
づ
く
り
と
栽

培
の
現
場
を
知
る
こ
と
が
緑
化
シ
ス
テ
ム

を
学
ぶ
原
点
」
と
話
す
２
代
目
社
長
・
豊

博
氏
の
哲
学
で
あ
り
、
植
物
と
共
に
生
き

た
初
代
社
長
・
道
明
氏
の
生
き
方
そ
の
も

の
と
い
え
る
。

w
riter

角
田 

治〈
つ
の
だ・お
さ
む
〉

１
９
６
５
年
鳥
取
県
生
ま
れ
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
、

エ
デ
ィ
タ
ー
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
広

告
代
理
店
３
社
と
編
集
会
社
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
に
。

株式会社フジタ
鳥取県岩美郡岩美町岩常360
☎0857-72-0087
https://fujita-pp.com/

※1 1997年に京都市で開かれた温暖化
防止のための国際会議（国連気候変
動枠組条約締約国会議）で取り決め
られた国際協定。先進国全体で温室
効果ガスを2008年から2012年の
間に、1990年比で約5％削減する
ことが目標として掲げられた

※2 要件を満たす植物の新品種を農林水
産省に登録すると、育成した者に「育
成者権」が付与され、知的財産とし
て保護される

株式会社フジタの藤田豊博社長（右）と息子の大地氏。大地氏は同社の緑
化システムを売る販売会社を設立し、営業を担っている

写真提供／ 2・3 株式会社フジタ

1  特許を取得した常緑キリンソウ袋方式®は、50cm×50cmの不織布製
の袋に8kg（乾燥時。含水時は13kg）の専用培土を充塡したもの。ファ
スナーを開けて１袋につき6本の常緑キリンソウの苗を植えられる

2  常緑キリンソウ袋方式®を置き、苗を植えれば設置完了。押さえ金物な
どが不要で、簡単に設置できる

3  株が成長し、茎から芽が生えて隙間がないほど成長した常緑キリンソウ

1

2

3



21 20110／2024.7

地
域
に
根
差
し
た
祭
り
に

ア
ー
ト
を
融
合
さ
せ
深
化

広
島
平
和
記
念
公
園
か
ら
東
に
５
７
７
ｍ

伸
び
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
「
広
島
本

通
商
店
街
」（
広
島
市
中
区
）。
そ
こ
か
ら
約

２
０
０
ｍ
南
に
位
置
す
る
袋
町
公
園
で
は
、

毎
年
11
月
の
２
日
間
、
大
イ
ノ
コ
祭
り
が
開

か
れ
て
い
る
。
そ
の
原
型
は
、
古
く
か
ら
広

島
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
「
亥い

の
子こ

祭
り
」

だ
。

「
亥
の
子
、
亥
の
子
、
亥
の
子
餅
つ
い
て
、

繁
盛
せ
い
、
繁
盛
せ
い
」
と
歌
い
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
が
縄
を
結
ん
だ
石
で
地
面
を
打
っ

て
地
域
を
回
り
、
商
売
繁
盛
や
子
孫
繁
栄
、

五
穀
豊
穣
を
願
う
も
の
で
、
旧
広
島
市
内
を

中
心
に
、
広
島
県
の
他
地
域
や
愛
媛
県
、
九

州
の
一
部
に
残
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
土
着
的
な
祭
り
に
ア
ー
ト
の
要
素
を

加
え
、
多
様
な
人
が
交
わ
る
祭
り
に
発
展
さ

せ
た
の
が
大
イ
ノ
コ
祭
り
で
あ
る
。
長
さ
13

ｍ
の
孟も

う

宗そ
う

竹ち
く

88
本
の
先
端
と
、
重
さ
約
１
・

５
ト
ン
の
巨
石
を
ロ
ー
プ
で
結
び
、
竹
の
張

力
で
石
を
宙
に
浮
か
せ
る
「
石い

す
る
ぎ動
」
と
名
付

け
ら
れ
た
祭
り
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
来
場
者
と

つ
く
り
上
げ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
空

間
芸
術
）
だ
。
参
加
者
は
掛
け
声
と
と
も
に

ロ
ー
プ
を
揺
す
り
、
巨
石
で
地
面
を
繰
り
返

し
搗つ

く
「
大
イ
ノ
コ
」
を
行
う
。

お
礼
や
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
構
築

１
９
９
０
年
代
初
め
、
袋
町
公
園
周
辺

の
商
店
主
ら
を
中
心
に
、
現
在
の
大
イ
ノ
コ

祭
り
の
も
と
と
な
る
企
画
が
実
施
さ
れ
て

い
た
が
、
資
金
難
か
ら
90
年
代
後
半
に
途

絶
え
る
。
そ
の
後
、
市
民
と
商
店
街
が
連
携

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ

ト
ラ
ひ
ろ
し
ま
が
中
心
と
な
り
、
２
０
１
３

（
平
成
25
）
年
に
復
活
さ
せ
た
。
ア
ー
ト
イ

ベ
ン
ト
も
手
掛
け
る
同
法
人
の
中
心
的
存

在
だ
っ
た
石
丸
良
道
氏
の
周
り
に
石
原
さ

ん
ら
若
手
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
集
い
、

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
祭
り

を
再
興
す
る
後
押
し
と
な
っ
た
。
翌
年
ま

で
の
２
年
間
は
商
店
街
振
興
の
助
成
金
を

活
用
し
て
運
営
し
た
が
、
２
０
１
５
（
平

成
27
）
年
か
ら
は
新
た
に
設
立
さ
れ
た
「
大

イ
ノ
コ
祭
り
を
支
え
る
市
民
の
会
」
が
主
催

者
と
な
り
、
88
本
の
竹
の
竹た

け

主ぬ
し
協
賛
を
募
っ

て
資
金
を
集
め
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

会
に
は
、
地
域
の
商
店
街
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

学
校
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
石
工
や
庭
師
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
金
融
関
係
者
、
福
祉
関

係
者
な
ど
広
島
県
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

専
門
性
を
持
つ
人
た
ち
が
メ
ン
バ
ー
と
し

て
名
を
連
ね
る
。

復
活
当
初
は
イ
ベ
ン
ト
色
が
強
く
、
地

域
住
民
か
ら
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
警

察
か
ら
注
意
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。
２
０
１
５
年
か
ら
は
石
原
さ
ん
が
総
合

演
出
と
監
修
を
担
い
、「
仲
間
内
で
盛
り
上

が
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
祭
り
と
し
て
開

催
し
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に
つ
な

げ
る
」
と
の
方
針
を
打
ち
出
し
、
袋
町
公
園

周
辺
の
住
宅
を
一
軒
ず
つ
、
あ
い
さ
つ
と
説

明
に
回
っ
た
と
い
う
。
継
続
す
る
こ
と
で
住

民
と
顔
な
じ
み
に
な
り
、
次
第
に
協
力
者
も

増
え
て
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
は
苦

情
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

「
イ
ベ
ン
ト
だ
と
嫌
が
る
人
も
、
お
祭
り
だ

と
納
得
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
日
本
人
の
持

つ
〝
祭
り
〟
へ
の
思
い
を
感
じ
、
そ
こ
に
働

き
か
け
る
こ
と
で
多
く
の
人
を
つ
な
い
で
い

く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
」

陰
の
努
力
は
他
に
も
あ
る
。
竹
主
へ
の
あ

い
さ
つ
文
や
協
賛
の
お
礼
状
、報
告
書
な
ど
、

祭
り
前
後
の
事
務
作
業
は
膨
大
だ
。

「
大
変
で
す
け
ど
、
ひ
と
昔
前
ま
で
は
面
倒

な
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
た
と
思
う
ん
で

す
。
例
え
ば
年
賀
状
や
盆
暮
れ
の
付
け
届
け

な
ど
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
に
、
自
分
の
お

金
や
時
間
を
削
っ
て
お
礼
す
る
。
一
見
、
無

駄
に
も
思
え
る
け
ど
、
み
ん
な
が
幸
せ
に

生
き
て
い
く
た
め
の
知
恵
で
も
あ
り
ま
す
。

メ
ー
ル
で
添
付
資
料
を
開
い
て
く
だ
さ
い

と
伝
え
ら
れ
る
時
代
で
す
け
ど
、〝
き
ち
ん

と
声
を
か
け
る
〟〝
頭
を
下
げ
る
〟
と
い
う

の
は
人
と
の
つ
な
が
り
を
構
築
す
る
に
あ

た
っ
て
大
事
な
こ
と
。
そ
う
い
う
泥
く
さ
い

つ
な
が
り
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
く
と
、
田
畑

が
耕
さ
れ
る
み
た
い
に
、
次
の
芽
も
出
や
す

く
な
る
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
気
が
し
て
い

ま
す
」

祭
り
を
通
じ
て

人
と
地
域
の
ゆ
る
や
か
な

関
係
を
育
む

広
島
市
中
心
部
の
繁
華
街
に
あ
る
公
園
で
毎
年
11
月
、

多
く
の
来
場
者
を
集
め
る
「
大
イ
ノ
コ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

総
合
演
出・監
修
を
担
当
す
る
の
が
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
石
原
悠
一
さ
ん
だ
。

祭
り
を
通
じ
て
、
幅
広
い
人
々
が
「
ゆ
る
く
」
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
に
力
を
注
い
で

い
る
。

大
イ
ノ
コ
祭
り
を
支
え
る
市
民
の
会　

副
会
長

石
原 

悠
一  

《
広
島
市
》

文／入江 太日利    
写真撮影／大野 方裕

ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と

106

 prof i le

石原 悠一
〈いしはら・ゆういち〉

1982年生まれ。広島市出身。
特別支援学校の教諭を経て、
アーティストに。ライブペイ
ンティングパフォーマンスや
壁画制作、ボディペインティ
ングなど、国内外で作品を発
表している。さまざまなジャ
ンルの表現者が集い、即興的
な表現を行うイベント「Blue 
lab.HIROSHIMA」を主催した
ほか、子どもが自由に描く表
現を楽しむ活動「楽描キッズ」
なども展開。2015年から大イ
ノコ祭りの総合演出・監修を
務める。

1  袋町公園に立てられた88本の孟宗竹
につながれたロープで中央の石を吊り
上げた「石動」

2  夜のライトアップされた姿はアート作
品としての存在感を放つ

3  初日は子どもたちが、2日目は大人が
「石動」をつくった後に石の上に乗り
「大イノコ」を行う

1

2

3 写真提供／大イノコ祭りを支える市民の会
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ア
ー
ト
を
制
作
す
る
よ
う
に

祭
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

ま
た
、
広
島
市
中
心
部
の
広
場
で
、
自
身

の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ス
ト

リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
ア
ー
ト
を
多
く
の
人
に
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
活
動
し
て
き
た
石
原
さ
ん
。

「
祭
り
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
は
、
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
『
ど
の
絵
の
具
を
ど
の

ぐ
ら
い
の
量
で
ど
う
塗
る
と
、
ど
う
い
う
作

品
に
な
る
』
と
考
え
る
の
と
似
て
い
て
、『
ど

う
い
う
要
素
を
持
っ
た
人
を
ど
の
よ
う
に
混

ぜ
合
わ
せ
て
、
こ
う
し
た
ら
地
域
が
こ
う
な

る
』
と
い
う
制
作
作
業
の
よ
う
な
感
じ
が
、

私
に
と
っ
て
は
ア
ー
ト
作
品
を
つ
く
り
上
げ

る
感
覚
に
近
い
ん
で
す
」
と
石
原
さ
ん
は
作

品
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
を
重
ね
、
さ
ら
に

続
け
た
。

「
地
域
の
祭
り
は
関
わ
る
一
人
ひ
と
り
が
得

意
な
こ
と
を
持
ち
寄
っ
て
輝
き
、
楽
し
め
る

場
を
提
供
で
き
る
器
。
み
ん
な
で
楽
し
く
騒

ぐ
ハ
レ
の
日
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
自
治

の
重
要
な
機
能
で
も
あ
り
ま
す
。
顔
を
合
わ

せ
て
協
力
し
た
り
、折
り
合
い
を
つ
け
た
り
、

世
代
間
で
交
流
し
た
り
と
、
続
け
て
い
く
こ

と
で
補
い
合
う
関
係
が
構
築
さ
れ
、
災
害
時

に
も
対
応
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
」

近
年
、
町
内
会
な
ど
の
地
域
組
織
が
形
骸

化
し
、
地
域
か
ら
祭
り
が
姿
を
消
し
つ
つ
あ

る
。
少
子
高
齢
化
や
価
値
観
の
多
様
化
も
祭

り
の
減
少
に
拍
車
を
か
け
る
。

「
広
島
市
中
心
部
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
ド
ー

ナ
ツ
化
現
象
が
進
み
、
居
住
者
が
減
っ
た
。

子
ど
も
会
や
町
内
会
が
機
能
し
に
く
く
な
り
、

地
域
の
行
事
が
廃
れ
て
、
伝
統
や
技
術
が
継

承
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
石
原
さ
ん
。

「
担
い
手
と
し
て
関
わ
っ
て
も
い
い
し
、
も

ち
ろ
ん
来
て
楽
し
む
だ
け
で
も
い
い
で
す
」

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
深
刻
さ

を
増
す
今
、
ゆ
る
く
つ
な
が
っ
て
地
域
の
力

と
な
る
祭
り
の
存
在
は
貴
重
だ
。

人
を
つ
な
ぎ
地
域
の
力
と
な
る

大
イ
ノ
コ
祭
り
の
こ
れ
か
ら

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
の
大
イ
ノ
コ
祭

り
に
は
、延
べ
１
８
０
人
が
運
営
に
携
わ
り
、

２
日
間
で
約
９
５
０
０
人
が
来
場
し
た
。
現

在
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
11
月
の
開
催

準
備
が
進
ん
で
い
る
。

「
大
イ
ノ
コ
祭
り
に
集
ま
っ
た
有
志
を
振
り

分
け
て
、
地
域
で
も
亥
の
子
祭
り
が
で
き
た

ら
」
と
考
え
て
き
た
石
原
さ
ん
が
現
在
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
、
袋
町
近
隣
を
回
っ
て
行

う
亥
の
子
祭
り
「
亥
の
子
巡
行
」
だ
。
す
で

に
、「
広
島
本
通
商
店
街
」
や
「
広
島
金
座

街
商
店
街
」
で
実
施
さ
れ
、
次
回
は
「
中
央

通
り
商
店
街
」
へ
も
巡
行
す
る
見
込
み
だ
。

ま
た
、
年
々
協
力
の
輪
は
広
が
り
、
地
域

の
お
店
と
大
学
生
の
共
創
に
よ
る
和
菓
子
・

洋
菓
子
の
販
売
や
、
子
ど
も
の
竹
細
工
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
祭
り
の
内
容
は
充
実
し
て

き
た
。
竹
を
伐
採
し
た
竹
林
の
整
備
や
、
手

入
れ
の
一
環
と
し
て
の
竹
炭
づ
く
り
も
市
民

の
会
で
若
い
世
代
と
共
に
行
っ
て
い
る
。

復
活
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
。

「
初
期
に
参
加
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
成

人
し
た
り
、
地
域
の
集
ま
り
が
活
発
に
な
っ

た
り
、
参
加
者
の
変
化
や
成
長
が
感
じ
ら
れ
、

祭
り
と
し
て
成
熟
し
て
き
た
こ
と
を
感
じ
ま

す
。
同
時
に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

に
祭
り
が
ど
う
機
能
す
る
か
が
明
確
に
な
っ

て
き
ま
し
た
」
と
石
原
さ
ん
は
話
す
。
参
加

者
同
士
で
「
顔
見
知
り
」「
あ
の
と
き
酒
を
酌

み
交
わ
し
た
」
な
ど
、
人
と
人
、
地
域
と
地

域
が
、
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
み
な
が
ら
つ
な
が

り
広
が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

人
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
力
と
な
る
祭
り
と

し
て
継
承
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
次
世
代
へ
の

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
も
見
据
え
な
が
ら
、
石
原
さ

ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
続
く
。

w
riter

入
江 

太
日
利 

〈
い
り
え・た
か
と
し
〉

１
９
７
０
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、

業
界
新
聞
、
経
済
誌
な
ど
を
経
て
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
に
。
取
材
記
事
を
幅
広
く
執
筆
す
る
と
と

も
に
、
写
真
撮
影
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
。

《
鳥
取
市
》

ハ
タ
ハ
タ
の
塩
焼
き
と
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

の
塩
焼
き
と
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

　

鳥
取
城
が
そ
び
え
る
久き
ゅ
う
し
ょ
う松
山ざ
ん

山
系
の
麓
、

鳥
取
市
立
川
町
で
、
中
川
酒
造
は
１
８
２
８

（
文
政
11
）
年
に
創
業
し
た
。
出
雲
系
杜
氏
が

裏
山
の
弱
軟
水
で
仕
込
む
酒
は
、
柔
ら
か
な

口
当
た
り
の
良
さ
が
評
判
だ
。
趣
あ
る
酒
蔵

は
大
正
時
代
の
建
造
で
同
市
出
身
の
漫
画
家
・

谷
口
ジ
ロ
ー
氏
の
『
父
の
暦
』
作
中
の
造
り

酒
屋
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

　

大
正
生
ま
れ
の
銘
酒
「
福
寿
海
」
が
長
く

愛
さ
れ
る
が
、
平
成
初
期
、
７
代
目
の
中
川
盛

雄
さ
ん
が
強
力
と
い
う
酒
造
好
適
米
で
醸
し
た

「
い
な
ば
鶴
」
を
発
売
し
た
。
そ
れ
は
、
鳥
取
県

の
酒
造
業
界
の
歴
史
を
変
え
る
酒
と
な
っ
た
。

　

強
力
は
、
明
治
時
代
に
在
来
品
種
か
ら
選
抜

育
成
さ
れ
県
の
奨
励
品
種
と
な
る
ま
で
生
産
が

行
わ
れ
た
が
、
背
丈
が
高
く
育
ち
倒
れ
や
す
い

な
ど
の
理
由
で
昭
和
の
半
ば
に
栽
培
が
絶
え
、

姿
を
消
し
た
。「
真
の
地
酒
」
を
追
求
し
て
い

た
中
川
さ
ん
は
そ
れ
を
知
り
大
捜
索
に
乗
り

出
す
。
人
脈
を
頼
り
に
東
奔
西
走
し
た
結
果
、

奇
跡
的
に
一
握
り
の
原
種
保
管
さ
れ
た
種
籾も
み

を
手
に
入
れ
地
元
農
家
に
持
ち
込
み
、
ど
う

に
か
栽
培
を
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
。

　

探
し
始
め
て
か
ら
４
年
後
の
１
９
９
０
（
平

成
２
）
年
２
月
、
つ
い
に
上
槽※
が
実
現
し
た
。

強
力
は
、
有
名
な
酒
米
・
山
田
錦
の
祖
先
、

雄
町
の
ル
ー
ツ
と
も
い
わ
れ
、
米
を
磨
き
上

げ
て
高
精
白
に
し
て
も
米
の
う
ま
味
が
し
っ

か
り
と
生
き
る
味
わ
い
に
仕
上
が
っ
た
。
程

な
く
強
力
は
県
下
に
普
及
し
鳥
取
の
産
地
限

定
酒
米
と
し
て
地
位
を
築
き
、
今
で
は
県
内

18
の
酒
蔵
の
約
半
数
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
中
川
酒
造
が
初
め

て
強
力
で
仕
込
ん
だ
酒
「
い
な
ば
鶴 
純
米
大

吟
醸 

強
力
」
だ
。
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
二
度

金
賞
に
輝
い
た
、
中
川
酒
造
の
い
わ
ば
〝
顔
〟

で
あ
る
。
濃の
う

醇じ
ゅ
ん

で
ど
っ
し
り
と
し
た
飲
み
応

え
が
あ
り
、
日
本
海
の
幸
と
の
相
性
は
抜
群

だ
。
春
が
旬
の
ハ
タ
ハ
タ
を
薄
く
お
ろ
し
、

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
い
た
だ
く
。
カ
ツ
オ
と
昆

布
か
ら
取
っ
た
出
汁
に
10
秒
ほ
ど
く
ぐ
ら
せ

て
身
が
白
く
反
っ
て
き
た
ら
薬
味
と
共
に
ポ

ン
酢
で
い
た
だ
く
。
身
の
締
ま
っ
た
新
鮮
な

ハ
タ
ハ
タ
と
、
力
強
い
酒
の
風
味
が
互
い
に

引
き
立
て
合
い
、
豊
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏

で
る
。
お
す
す
め
は
冷
酒
だ
が
、
燗
上
が
り

も
す
る
の
で
気
分
に
合
わ
せ
て
楽
し
め
る
。

　

中
川
さ
ん
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
、
惜

し
ま
れ
な
が
ら
鬼
籍
に
入
っ
た
。
現
在
は
妻
の

彰
子
さ
ん
と
息
子
の
雄ゆ
う

翔と

さ
ん
が
志
を
継
ぎ
、

職
人
、
職
員
一
体
で
酒
造
り
に
励
ん
で
い
る
。

「
目
指
す
の
は
、
心
に
残
る
お
酒
造
り
。
人
と

人
を
つ
な
ぐ
お
酒
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
」
と
彰
子
さ
ん
。
大
勢
の
協
力
で
よ
み

が
え
っ
た
強
力
の
酒
を
飲
む
人
々
の
笑
顔
が
、

こ
れ
か
ら
も
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。

文／飯田 若菜　　写真撮影／平木 絢子

33

強
力

い
な
ば
鶴  

純
米
大
吟
醸 

中川酒造株式会社
鳥取市立川町2丁目305
☎0857-24-9330
https://nakagawa-shuzo.com/

料理協力：酒処わさび
鳥取市末広温泉町361

※ 上槽…発酵させたもろみから生酒を搾る工程

大イノコ祭りを支える市民の会
広島市中区本通1-6
ミヤタキビル4F
☎082-545-7611
http://www.cetra.jp/ooinoko/

4  大イノコ祭りの初日、子どもたちは「亥の子巡行」で広島本通商店街な
どを回る

5  祭り会場には「竹遊び☆ひろば」が設けられ、地域の名人に教わりなが
ら竹細工をつくることもできる

6  市民の会では若い世代と共に、祭りで使用する竹を切り出した竹林を
整備している

7  広島本通近くの広場で2018年まで開催したイベント「Blue lab.
HIROSHIMA」でライブペインティングパフォーマンスを行う石原さん

写真提供／大イノコ祭りを支える市民の会
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5
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ご
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灯
を
絶
や
す
こ
と
な
く

継
承
さ
れ
た
横
仙
歌
舞
伎

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
大
坂
や
江
戸
で
上
演

さ
れ
人
気
を
博
し
た
歌
舞
伎
は
全
国
へ
と
広
が

り
、
地
元
の
人
々
が
演
じ
る
地
歌
舞
伎
が
各
地

で
生
ま
れ
た
。
横
仙
歌
舞
伎
も
そ
の
一
つ
で
、

起
源
は
江
戸
時
代
後
期
に
さ
か
の
ぼ
る
。
播
州

歌
舞
伎
（
兵
庫
県
）
の
興
行
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を

観
た
地
元
の
人
々
が
「
自
分
た
ち
も
演
じ
て
み

た
い
」
と
思
い
、
演
者
へ
ご
馳
走
や
寝
泊
ま
り

を
提
供
す
る
代
わ
り
に
教
え
を
乞
う
た
の
が
発

端
と
さ
れ
る
。「
横
仙
」
と
は
山
の
横
と
い
う
意

味
で
、
奈
義
町
一
帯
を
指
す
古
い
地
名
で
あ
る
。

横
仙
歌
舞
伎
は
農
村
の
数
少
な
い
娯
楽
、
そ

し
て
地
域
の
絆
を
深
め
る
年
中
行
事
と
し
て
披

露
さ
れ
て
き
た
が
、
農
村
か
ら
の
若
者
の
流

出
や
映
画
や
テ
レ
ビ
等
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、

徐
々
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。
こ
の
地
域
の
神
社

等
に
あ
っ
た
15
も
の
歌
舞
伎
舞
台
は
そ
の
多
く

が
撤
去
さ
れ
、
現
在
は
松ま
つ

神が
み

神
社
に
た
だ
一
つ

が
残
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
舞
台
は
１
８
４
６

（
弘
化
３
）
年
、
付
近
に
あ
っ
た
有あ
り

元も
と

王お
う

子じ

権ご
ん

現げ
ん

に
建
て
ら
れ
、
後
に
回
り
舞
台
へ
と
改
造
、

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
に
松
神
神
社
境
内
に

移
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
格
的
な
機
能
を

備
え
た
江
戸
時
代
の
舞
台
と
し
て
、
１
９
６
３

（
昭
和
38
）
年
に
岡
山
県
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

各
地
の
地
歌
舞
伎
が
姿
を
消
し
て
い
く
中
、

横
仙
歌
舞
伎
は
技
術
を
継
承
す
る
故
・
高
森
源

一
氏
が
中
心
と
な
り
、
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

高
森
氏
は
私
財
で
衣
装
や
か
つ
ら
を
買
い
そ

ろ
え
、
各
地
の
地
歌
舞
伎
へ
貸
し
出
し
、
役
者

や
三
味
線
弾
き
を
務
め
な
が
ら
、
自
ら
演
技
指

導
も
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
町
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
地
域
に
合
っ
た
台
本
も
数
多
く
書
き
残

し
た
。

高
森
氏
が
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
横
仙

歌
舞
伎
技
術
保
持
者
と
し
て
岡
山
県
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
と
、
こ
れ
を
機

に
横
仙
歌
舞
伎
保
存
会
が
発
足
。
高
森
氏
逝
去

後
、
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
に
保
存
会
と
し

て
再
度
、
同
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
ど
も
歌
舞
伎
教
室
や

総
合
学
習
で
面
白
さ
を
伝
え
る

現
在
、
保
存
会
に
は
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）

年
春
に
「
こ
ど
も
歌
舞
伎
教
室
」
か
ら
移
っ
て

き
た
高
校
生
５
名
を
含
め
、
約
60
名
が
在
籍
し

て
い
る
。
こ
ど
も
歌
舞
伎
教
室
は
、
後
継
者
育

成
を
目
的
に
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
に
開
講

し
た
。
開
講
当
初
は
小
中
学
校
に
声
を
か
け
て

も
参
加
者
は
な
か
な
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
が
、

奈
義
小
学
校
か
ら
の
依
頼
で
２
０
０
５
（
平
成

17
）
年
か
ら
３
年
生
の
総
合
学
習
の
テ
ー
マ
に

横
仙
歌
舞
伎
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
こ
ど
も
歌
舞
伎
教
室
に
も
毎
年
13
～
14
名

が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

総
合
学
習
で
は
、
歌
舞
伎
専
門
職
員
が
指
導

し
、
児
童
が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
し
な
が

ら
、
３
年
生
み
ん
な
で
『
白
浪
五
人
男
』
を
演
じ

る
。
歌
舞
伎
専
門
職
員
は
、
町
独
自
の
制
度
か
ら

生
ま
れ
た
職
員
で
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
、

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
１
名
ず
つ
採
用
さ
れ

た
。
２
名
は
女
流
義
太
夫
の
人
間
国
宝
、
故
・
鶴つ
る

澤ざ
わ

友と
も

路じ

氏
と
竹
本
駒
之
助
氏
の
下
で
義
太
夫
・
三

味
線
の
研
修
を
積
み
、
町
役
場
で
業
務
に
勤い
そ
し
む

傍
ら
、
横
仙
歌
舞
伎
の
定
期
公
演
に
も
出
演
し
て

い
る
。
そ
の
一
人
で
あ
る
二
宮
直
基
さ
ん
は
、「
専

門
職
員
を
採
用
す
る
の
は
、
奈
義
町
自
体
が
横
仙

歌
舞
伎
を
そ
れ
ほ
ど
大
事
に
し
て
い
る
決
意
表
明

で
も
あ
る
と
い
え
ま
す
」
と
力
強
く
語
る
。

横仙歌舞伎保存会
［住所］岡山県勝田郡奈義町豊沢 327-1
［代表者］会長　奥 正親（奈義町長）
［連絡先］奈義町文化センター
　　　  ☎0868-36-3034

横
仙
歌
舞
伎

地
元
の
人
々
が
演
じ
る
地
歌
舞
伎
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
横
仙
歌
舞
伎
。
次
の
世
代
へ
と
つ
な
ぐ
べ
く
、

町
独
自
の
専
門
職
員
制
度
や
こ
ど
も
歌
舞
伎
教
室
な
ど
に
よ
り
、
幅
広
い
世
代
を
取
り
込
ん
で
い
る
。

（
岡
山
県
奈
義
町
）

11

全
て
が
そ
ろ
っ
て
い
る
た
め

ど
こ
で
も
演
じ
ら
れ
る

横
仙
歌
舞
伎
は
例
年
、
春
と
秋
に
定
期
公
演

を
開
催
し
て
お
り
、
春
は
松
神
神
社
歌
舞
伎
舞

台
を
使
用
す
る
。
秋
は
「
大
公
演
」
と
銘
打
ち
、

11
月
に
２
日
間
に
わ
た
っ
て
催
さ
れ
、
こ
の
時

に
は
こ
ど
も
歌
舞
伎
教
室
の
舞
台
も
鑑
賞
で
き

る
。
そ
の
他
、
依
頼
が
あ
れ
ば
、
出
張
公
演
も

行
っ
て
い
る
。

「
歌
舞
伎
の
台
本
が
あ
り
、
か
つ
ら
も
小
道
具

等
も
あ
る
。
三
味
線
や
語
り
も
で
き
る
歌
舞
伎

専
門
職
員
が
い
る
。
町
民
は
役
者
だ
け
で
は
な

く
裏
方
等
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
横
仙
歌
舞
伎

は
全
部
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、
ど
こ
に
で
も

行
け
ま
す
。
こ
れ
が
誇
り
で
す
」
と
横
仙
歌
舞

伎
保
存
会
副
会
長
の
川
本
宏
和
さ
ん
は
語
る
。

保
存
会
で
は
、
受
け
継
が
れ
た
衣
装
や
か

つ
ら
等
の
道
具
類
を
修
理
し
な
が
ら
大
切
に
使

い
、
他
地
域
の
地
歌
舞
伎
の
裏
方
仕
事
も
支
援

し
て
い
る
。
横
仙
歌
舞
伎
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
歌
舞
伎
の
文
化
自
体
を
後
世
に
残
す
べ
く
、

日
々
奔
走
し
て
い
る
。

1

5

3

6

7

2

文／岡本 康史

横仙歌舞伎保存会副会長の川本宏和さん
（右）と歌舞伎専門職員の二宮直基さん
（左）

江戸時代に建てられ、明治時代に木製滑車による直径
5.8mの回り舞台に改造、大正時代に松神神社境内に
移築された歌舞伎舞台

1  「こども歌舞伎教室」では舞台に向け、年25回程度練習を行う。横仙歌舞伎は、
老若男女問わず誰でも舞台に立てるのが昔からの特徴だ

2  3  春の公演を行う松神神社の舞台。床下は役者たちの支度部屋となっている
4  着付けや化粧、床山（とこやま、髪結い）など、裏方も全て町民が行う
5  公演で使用する大道具の準備をする子どもたち
6  奈義小学校の総合学習では、3年生全員が稽古をして舞台を踏む
7  「こども歌舞伎教室」を経験した高校生を含む保存会メンバー。全体で約60名が

在籍している

4

よ
こ

 
 

 
 

ぜ
ん

写真提供／横仙歌舞伎保存会
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ハ
ワ
イ
ヘ
の
官
約
移
民
の

約
13
・
５
％
が
周
防
大
島
出
身

山
口
県
東
部
、
柳
井
市
と
大
島
大
橋
で
結

ば
れ
た
周
防
大
島
は
瀬
戸
内
海
で
３
番
目
に

大
き
な
島
だ
。
夏
の
海
水
浴
客
を
は
じ
め
県

内
外
か
ら
豊
か
な
自
然
を
求
め
て
訪
れ
る
観

光
客
が
多
く
、
近
年
は
県
外
か
ら
の
移
住
の

増
加
で
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
島
は
明
治
初
期
に
ハ
ワ
イ
へ
多
く

の
移
民
を
送
り
出
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

て
い
る
。
当
時
の
ハ
ワ
イ
王
国
と
日
本
政

府
の
間
で
進
め
ら
れ
た
官
約
移
民※

で
は
、

１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
か
ら
の
９
年
間
で

約
２
万
９
０
０
０
人
の
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
へ

渡
り
、
う
ち
周
防
大
島
出
身
者
は
３
９
１
３

人
を
数
え
た
。
そ
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
に
は
ハ
ワ
イ
州
カ

ウ
ア
イ
島
と
の
姉
妹
島
縁
組
が
締
結
さ
れ
た
。

さ
ら
に
移
民
の
歴
史
を
後
世
へ
と
伝
え
て
い

く
た
め
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
に
開
館
し

た
の
が
日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
で
あ
る
。

帰
国
者
が
建
て
た
邸
宅
で

移
民
の
歴
史
と
実
態
を
知
る

日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
は
、
大
島
大

橋
か
ら
約
５
km
、
小
道
を
入
っ
た
石
垣
の
上

に
立
つ
本
瓦
葺
き
の
建
物
で
、
明
治
時
代
に

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
渡
り
貿
易
業
で
成
功

し
た
福
元
長
右
衛
門
が
帰
国
後
の
１
９
２
８

（
昭
和
３
）
年
に
建
て
た
屋
敷
だ
。

「
資
料
館
の
開
設
に
際
し
て
遺
族
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
屋
敷
を
再
生
活
用
し
て
い
ま
す
」
と

館
長
の
木
元
眞
琴
さ
ん
。
太
い
梁
や
一
枚
ガ

ラ
ス
の
窓
、
ら
せ
ん
状
の
階
段
な
ど
を
備
え
、

和
洋
折
衷
の
生
活
様
式
を
今
に
伝
え
る
こ
の

建
物
の
建
築
費
は
、
現
在
の
価
値
に
換
算
す

る
と
約
３
億
円
と
さ
れ
る
。
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
資
料
館
の

展
示
内
容
だ
け
で
な
く
、
建
築
と
し
て
も
一

見
の
価
値
が
あ
る
。

資
料
館
に
は
多
く
の
写
真
パ
ネ
ル
が
張
り

巡
ら
さ
れ
、
さ
と
う
き
び
畑
で
働
く
移
民
た

ち
の
表
情
が
見
る
者
に
迫
っ
て
く
る
。
部
屋

ご
と
に
「
官
約
移
民
の
歴
史
」「
移
民
た
ち
の

労
働
と
生
活
」「
ハ
ワ
イ
と
の
交
流
」
な
ど
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
書
物
や
ゆ
か
り
の
品
々
が

多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
。

文／村上 郁子

13
万
５
０
０
０
人
の

移
民
デ
ー
タ
を
管
理

中
で
も
力
を
注
い
だ
検
索
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

官
約
移
民
に
続
く
私
約
移
民
・
自
由
移
民※

も

含
め
た
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
ま
で
の
日

本
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
の
渡
航
者
13
万
５
０
０
０

人
の
デ
ー
タ
が
検
索
で
き
る
。

「
ハ
ワ
イ
か
ら
ル
ー
ツ
探
し
に
来
ら
れ
る
方

も
多
く
、
日
本
語
を
話
せ
な
い
の
に
涙
ぐ
む

姿
も
見
ら
れ
ま
す
」
と
木
元
館
長
。

ち
ょ
う
ど
取
材
時
に
ハ
ワ
イ
か
ら
ツ
ア
ー

客
17
名
が
訪
れ
て
い
た
。
う
ち
数
名
に
同
館

の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
書
類
が
手
渡
さ
れ
る
。
数

日
前
に
申
し
込
ん
で
い
た
先
祖
の
検
索
結

果
だ
。
真
剣
に
見
入
り
、「
私
は
日
系
３
世
。

祖
父
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」
と
英
語
で

話
し
た
。
ハ
ワ
イ
か
ら
の
訪
問
客
は
ゆ
っ
く

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ご
当
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館

３

（
山
口
県
周
防
大
島
町
）

ハ
ワ
イ
へ
の
移
民
の
歴
史
を
伝
え

周
防
大
島
と
ハ
ワ
イ
の
絆
を
示
す

帰国者がハワイから持ち帰った道具や生活用品を展示したコーナー。当時の暮らしぶりがうかがえる

り
と
時
間
を
か
け
て
観
覧
し
、
ス
タ
ッ
フ
は

身
ぶ
り
を
交
え
、
英
語
で
応
え
て
い
た
。

蔵
を
活
用
し
た
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
で
は
、

ビ
デ
オ
「
海
を
渡
っ
た
日
本
人
」
が
英
語
版

で
も
視
聴
で
き
、
移
民
の
歴
史
が
映
像
か
ら

学
び
取
れ
る
。

「
な
ぜ
こ
の
島
か
ら
多
く
の
移
民
が
出
た
の

か
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
、
木
元
館
長

は
移
民
の
歴
史
コ
ー
ナ
ー
の
写
真
を
指
し

て
「
当
時
の
外
務
大
臣
・
井
上
馨
は
山
口
県

出
身
で
し
た
か
ら
、
こ
の
島
で
の
募
集
に
特

に
力
を
入
れ
た
の
で
す
。
自
然
災
害
な
ど
で

困
窮
し
て
い
た
人
々
は
、
移
民
と
い
う
よ
り

は
好
条
件
の
出
稼
ぎ
で
、
い
ず
れ
戻
る
、
と

い
う
感
覚
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
江
戸
時
代

か
ら
大
工
や
石
工
、
船
乗
り
の
出
稼
ぎ
が
多

か
っ
た
島
で
す
し
」と
答
え
た
。
さ
ら
に「
こ

の
島
と
ハ
ワ
イ
は
海
で
つ
な
が
っ
て
い
る
、

と
い
う
親
近
感
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」
と
当
時
の
島
人
た
ち
の
心
情
に
思
い
を

は
せ
た
。

仕
送
り
や
寄
付
に
よ
り

故
郷
に
錦
を
飾
る

移
民
の
中
に
は
財
を
蓄
え
た
者
も
多
く
、

帰
国
者
が
使
っ
て
い
た
道
具
や
生
活
用
品
か

ら
は
ハ
イ
カ
ラ
な
暮
ら
し
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
は
、
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
に
ホ
ノ
ル

ル
の
村
人
会
か
ら
町
内
の
三み

蒲が
ま

小
学
校
に
寄

付
さ
れ
た
も
の
だ
。
島
内
の
学
校
や
神
社
な

ど
に
は
ハ
ワ
イ
で
暮
ら
す
移
民
か
ら
の
寄
付

が
相
次
い
だ
と
い
う
。

「
故
郷
へ
の
貢
献
は
、
望
郷
の
念
に
加
え
、

成
功
の
証
し
で
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と

木
元
館
長
は
話
す
。

庭
に
出
る
と
、
桜
の
隣
で
ヤ
シ
の
木
が

風
に
揺
れ
て
い
る
。
姉
妹
島
縁
組
を
結
ぶ
ハ

ワ
イ
州
カ
ウ
ア
イ
郡
よ
り
郡
長
が
２
０
０
４

（
平
成
16
）
年
に
島
を
訪
れ
た
際
、
記
念
に

植
樹
し
た
も
の
だ
。

周
防
大
島
で
は
官
公
庁
の
職
員
な
ど
が
ア

ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
用
す
る
「
ア
ロ
ハ
ビ
ズ
」

や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
夏
期
イ
ベ
ン
ト
「
サ
タ
デ
ー

フ
ラ
」
な
ど
で
ハ
ワ
イ
と
の
絆
を
大
切
に
継

承
し
て
い
る
。
こ
の
資
料
館
は
、
そ
の
ル
ー

ツ
を
か
み
し
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
だ
。

日本ハワイ移民資料館
山口県大島郡周防大島町西屋代上片山2144
☎0820-74-4082

※ ハワイ王国と日本との政府間約定書に則って1885年から送り出された移民は「官約移民」、移民事業が政府から民間の会社に移譲
された1894年からの移民は「私約移民」、ハワイがアメリカ合衆国に併合された後の1900年以降の移民は「自由移民」と呼ばれた

館内には、ホノルルの
村人会から寄付され
たグランドピアノな
どが展示されている

資料館となっている「旧福元家住宅主屋」は2022年に国の登録有形
文化財に指定された

当時の日本で帰国者たちの装い
は目を引くものだった

依頼していた先祖の情報
をじっくりと見るハワイ
からのツアー客

ハワイ神話の神々をモチーフにした木彫りのティキ。
周防大島町とハワイ・カウアイ島の姉妹島縁組50周
年を記念して2012年に製作された
写真提供／日本ハワイ移民資料館

写真提供／
日本ハワイ移民資料館

館長 木元眞琴さん
開館前３～４年間の資料
収集から携わり、ハワイ
にも数回足を運んだ。

移住後、自分たちでつくった最初
の住まい（上）
ホノルル港で汽船を待つ日本人移
民たち（1899年頃）（下）
写真提供／日本ハワイ移民資料館
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山
を
あ
る
く

《
岡
山
県
・
兵
庫
県
》

日
名
倉
山

ひ　
　
　

 　
　

な　
　
　
　
　

く
ら　
　
　

 　

さ
ん

地図制作：磯部 祥行　

岡
山
県
北
東
部
の
美み
ま
さ
か作
市
東
粟
倉
地
域
に
位

置
し
、
兵
庫
県
と
の
県
境
に
ま
た
が
る
日
名
倉

山
は
、
氷ひ

ょ
う

ノの

山せ
ん

後う
し
ろ

山や
ま

那な

岐ぎ

山さ
ん

国
定
公
園
に
属
す

る
。
標
高
は
１
０
４
７・１
ｍ
で
、
岡
山
県
側

か
ら
見
た
山
容
か
ら
美
作
富
士
と
呼
ば
れ
る
。

奥お
ね
み海
乢た
わ
か
ら
舗
装
さ
れ
た
道
を
登
る
と
、
40

分
ほ
ど
で
ベ
ル
ピ
ー
ル
自
然
公
園
に
出
る
。
凱

旋
門
を
思
わ
せ
る
鐘
楼
が
山
の
中
腹
に
た
た
ず

む
姿
が
印
象
的
だ
。
鐘
楼
裏
手
に
は
10 

ha
に
及

ぶ
茅
の
群
生
地
が
広
が
り
、
山
頂
へ
と
続
く
丸

太
階
段
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ま
ま
遊
歩
道
で
山
頂
を
目
指
す
こ
と
も

可
能
だ
が
、
右
手
の
林
道
を
選
ぶ
と
、
登
山
を

長
く
楽
し
め
る
。
山
頂
を
回
り
込
む
よ
う
に
ヒ

ノ
キ
林
が
続
き
、
や
が
て
奥お

ね海
越こ
し
か
ら
の
登
山

道
に
合
流
す
る
。
兵
庫
県
側
の
見
ど
こ
ろ
で
あ

る
一
の
丸
、
二
の
丸
と
こ
ぶ
を
順
に
進
む
と
、

い
よ
い
よ
三
の
丸
（
山
頂
）
の
三
角
点
に
到
達

2  3  春に花が咲くミツマタ
は和紙の原料で、岡山県
が生産量日本一を誇る

4  山頂の広場には三角点と
共に「雛倉神社」の祠が並
ぶ

5  志引峠の登山口付近にあ
る「武蔵山牢跡」の石碑

4

3

2

1

5

す
る
。
広
場
か
ら
は
美
作
ア
ル
プ
ス
（
後
山
・

舟
木
山
・
鍋
ヶ
谷
山
・
駒
の
尾
山
）
の
峰
を
連

ね
た
姿
が
一
望
で
き
る
。

帰
り
は
北
側
ル
ー
ト
を
鹿
除よ

け
の
柵
沿
い

に
40
分
ほ
ど
下
る
と
、
宮
本
武
蔵
の
姉
が
と

ら
わ
れ
た
と
い
う
「
武
蔵
山
牢
跡
」
石
碑
が
残

る
志
引
峠
の
登
山
口
へ
到
着
す
る
。
国
道
と
県

道
を
辿
れ
ば
出
発
点
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。

ベルピール自然公園から山頂へと続く遊歩道の途中、麓の集落が鐘楼越しに一望できる
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